
信
販
業
に
お
け
る
課
税
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
 
 

学
 
 

永
田
 
 

（
闘
詐
鰭
顎
璧
 
 
 



は
じ
め
に
 
 

第
一
章
 
問
題
の
所
在
 
 
 

第
一
節
 
信
販
業
務
の
概
要
と
本
稿
に
お
け
る
考
察
 
 

の
範
囲
 
 
 

第
二
節
 
税
務
上
の
問
題
点
 
 

一
顧
客
手
数
料
の
収
益
計
上
基
準
 
 

二
 
加
盟
店
手
数
料
の
収
益
計
上
時
期
 
 

三
 
信
用
保
証
取
引
に
か
か
る
「
保
証
料
」
の
 
 

収
益
計
上
時
期
 
 

第
二
章
 
信
販
業
の
業
務
内
容
 
 
 

第
一
節
 
信
販
会
社
等
の
沿
革
 
 

一
信
販
会
社
等
の
種
塀
 
 

二
 
信
販
会
社
等
の
歴
史
的
発
展
 
 
 

第
二
節
 
信
販
業
務
の
内
容
 
 

一
信
販
会
社
等
の
業
務
機
能
 
 

二
 
販
売
信
用
業
務
の
種
塀
 
 

第
三
章
 
信
販
業
務
の
法
的
性
格
 
 
 

第
一
節
 
 

∵
 
 

二
 
 

三
 
 

四
 
 

五
 
 

六
 
 

七
 
 

第
二
節
 
 

■
 
 

二
 
 

第
四
章
 
 
 

第
一
節
 
 

■
 
 

二
 
 

三
 
 

四
 
 
 

営
業
取
引
形
態
の
種
額
別
契
約
形
式
 
 
 

割
賦
販
売
取
引
 
 
 

割
賦
債
権
買
取
取
引
 
 
 

立
替
払
取
引
 
 
 

貸
付
取
引
 
 
 

提
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
 
 
 

ロ
ー
ン
保
証
取
引
 
 
 

消
費
者
リ
ー
ス
取
引
 
 
 

立
替
払
契
約
の
法
的
性
質
 
 
 

我
が
国
に
お
け
る
学
説
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
法
理
 
 
 

信
販
業
務
の
会
計
処
理
 
 
 

取
引
形
態
別
の
営
業
収
益
の
会
計
処
理
 
 
 

割
賦
販
売
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 
 

割
賦
債
権
買
取
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 
 

立
替
払
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 
 

貸
付
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 

二
五
三
 
 
 



五
 
撞
携
P
－
ソ
販
売
取
引
と
ロ
ー
ン
保
証
取
 
 

引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 
 

琴
一
節
 
営
業
収
益
と
営
業
原
価
の
期
間
対
応
 
 

一
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
当
初
に
発
生
す
る
費
用
 
 

二
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
開
始
後
の
割
賦
金
回
収
 
 

に
関
連
す
る
コ
ス
ト
 
 

三
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
実
施
す
る
た
め
に
必
 
 

要
と
な
る
資
金
コ
ス
ト
 
 

第
五
黄
 
信
販
業
に
お
け
る
税
務
上
の
問
題
点
に
つ
い
 
 

て
の
検
討
 
 
 

第
一
節
 
収
益
認
識
基
準
 
 

一
一
般
的
な
収
益
認
識
基
準
 
 

二
 
割
賦
基
準
 
 
 

第
二
節
 
税
務
上
の
問
題
点
の
検
討
 
 

一
顧
客
手
数
料
の
収
益
計
上
基
準
 
 

二
 
加
盟
店
手
数
料
の
収
益
計
上
時
期
 
 

三
 
「
保
証
料
」
の
収
益
計
上
時
期
 
 

二
五
四
 
 

四
 
公
正
妥
当
な
会
計
処
理
基
準
と
の
関
係
 
 

お
わ
り
に
 
 
 



は
じ
め
に
 
 

信
販
業
界
は
、
近
年
の
社
会
環
境
と
経
済
情
勢
を
反
映
し
て
、
急
速
に
成
長
し
て
き
た
。
そ
の
業
務
内
容
も
、
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
 
 

れ
易
い
よ
う
に
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
特
に
、
個
晶
割
賦
購
入
斡
旋
契
約
の
取
扱
い
高
の
急
速
な
増
加
、
あ
る
い
は
集
金
代
行
 
 

や
保
証
業
務
等
の
介
在
す
る
複
合
的
な
契
約
形
態
の
発
生
な
ど
、
現
在
で
は
、
非
常
に
複
雑
、
多
様
化
し
て
い
る
。
 
 
 

新
し
い
産
業
に
お
い
て
は
、
会
計
処
理
基
準
の
統
一
整
備
は
遅
れ
が
ち
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の
信
販
業
界
に
お
い
て
も
、
 
 

業
務
内
容
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
例
外
で
は
な
く
、
企
業
会
計
上
、
あ
る
い
は
税
務
上
の
収
益
の
計
上
基
準
等
に
つ
い
 
 

て
各
社
に
お
け
る
経
理
処
理
が
不
敵
一
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
信
販
業
務
の
内
容
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
お
け
る
取
引
の
経
済
的
、
法
律
的
性
格
を
考
察
し
た
上
 
 

で
、
ま
た
、
そ
れ
か
ら
導
か
れ
る
収
益
の
性
格
等
を
充
分
理
解
し
た
上
で
、
経
理
上
、
税
務
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
と
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

第
一
章
 
問
題
 
の
所
在
 
 

第
〓
即
 
信
販
業
に
お
け
る
業
務
の
概
要
と
本
稿
で
考
察
す
る
範
囲
 
 

（
1
）
 
 
 

信
販
業
に
お
け
る
業
務
は
、
「
販
売
借
用
」
と
「
消
費
者
金
融
」
と
に
大
別
さ
れ
る
。
 
 
 

「
販
売
借
用
」
は
、
商
品
の
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
撞
供
な
ど
に
際
し
て
、
そ
の
代
金
の
支
払
を
、
賦
払
い
な
い
し
は
〓
疋
期
間
経
過
後
 
 

二
五
五
 
 
 



（
2
）
 
 

に
支
払
う
な
ど
の
よ
う
に
繰
り
延
べ
る
た
め
に
与
え
ら
れ
る
信
用
で
あ
る
。
 
 

（
3
）
 
 
「
消
費
者
金
融
」
は
、
供
与
さ
れ
る
信
用
の
う
ち
、
賢
幣
を
対
象
と
す
る
貸
付
を
い
う
。
 
 
 

「
販
売
信
用
」
と
「
消
費
者
金
融
」
は
、
さ
ら
に
、
信
販
会
社
自
ら
が
購
入
資
金
を
融
資
す
 
 

る
直
接
方
式
と
、
生
命
保
険
会
社
、
損
害
保
険
会
社
等
の
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
を
信
販
会
社
 
 

の
保
証
に
よ
り
融
資
す
る
境
携
方
式
と
に
分
け
ら
れ
る
。
提
携
方
式
に
よ
る
取
引
は
、
総
括
し
 
 

て
信
用
保
証
取
引
と
も
呼
ば
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
業
務
を
行
う
信
販
会
社
の
収
益
は
、
信
販
会
社
が
捷
携
す
る
販
売
業
老
（
加
盟
 
 

店
）
か
ら
受
け
入
れ
る
手
数
料
収
益
（
加
盟
店
手
数
料
）
と
、
ク
レ
ジ
ツ
ー
を
利
用
す
る
顧
客
 
 

か
ら
受
け
入
れ
る
手
数
料
収
益
（
顧
客
手
数
料
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

信
販
業
に
お
け
る
業
務
を
「
販
売
信
用
」
と
「
消
費
者
信
用
」
に
分
け
、
そ
れ
ら
を
更
に
直
 
 

接
方
式
と
提
携
方
式
に
分
け
た
場
合
の
手
数
料
の
状
況
は
第
L
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
本
稿
で
ほ
、
分
類
さ
れ
た
業
務
の
う
ち
、
「
消
費
者
金
融
」
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
 
 

内
容
が
明
ら
か
で
あ
り
、
各
社
に
お
け
る
経
理
処
理
が
お
お
む
ね
統
一
ぎ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
 
 

あ
る
の
で
、
「
販
売
信
用
」
の
み
対
象
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
 
 

第
l
ニ
即
 
税
務
上
の
問
題
点
 
 
 

一
顧
客
手
数
料
の
収
益
計
上
基
準
 
 

第1図  

（注）上記手数料は標準手数料であり，加盟店との契約   

内容等により異なることがある。   



信
販
会
社
等
は
、
顧
客
に
対
し
て
販
売
代
金
（
元
本
）
を
埴
供
し
、
顧
客
か
ら
元
本
の
返
済
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
撞
供
に
か
か
 
 

（
4
）
 
 

る
対
価
、
す
な
わ
ち
顧
客
手
数
料
を
収
受
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
多
く
は
ア
ド
オ
ン
方
式
に
よ
り
計
算
さ
れ
、
取
引
代
金
の
総
額
 
 

の
中
に
含
め
ら
れ
、
賦
払
期
に
応
じ
て
元
利
均
等
に
分
割
払
い
さ
れ
る
。
 
 

（
5
）
 
 
 

こ
の
顧
客
手
数
料
の
収
益
計
上
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
残
債
方
式
に
よ
り
計
上
し
て
い
る
も
の
と
、
均
分
法
に
よ
り
計
上
し
て
い
る
も
 
 

の
と
が
あ
り
、
企
業
会
計
上
、
あ
る
い
は
税
務
上
の
処
理
が
不
統
一
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
収
益
計
上
基
準
の
不
統
一
の
問
 
 

題
は
、
会
計
的
、
税
務
的
観
点
か
ら
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。
 
 

（
6
）
 
 
 

①
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
商
品
の
販
売
に
準
じ
た
取
引
と
解
し
て
、
収
益
計
上
に
割
賦
基
準
の
適
用
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
判
 
 
 

断
の
問
題
、
又
は
、
手
数
料
収
入
は
、
資
金
わ
利
用
に
伴
う
「
利
息
」
と
認
識
し
て
、
継
続
的
役
務
の
給
付
取
引
と
解
す
る
こ
と
の
 
 

是
非
で
あ
る
。
 
 
 

②
 
さ
ら
に
は
、
「
利
息
」
と
認
識
し
た
場
合
で
も
、
元
本
に
利
息
を
加
算
し
た
金
額
が
賦
払
期
に
応
じ
て
分
割
払
い
さ
れ
て
い
る
と
 
 

こ
ろ
か
ら
、
役
務
の
捷
供
の
対
価
に
対
す
る
割
賦
基
準
適
用
の
可
否
の
問
題
で
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
 
 

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
は
、
最
近
、
多
様
化
し
て
お
り
、
中
に
、
は
、
本
質
的
に
は
通
常
の
貸
付
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
取
引
も
あ
 
 

り
、
割
賦
販
売
取
引
と
金
融
取
引
と
の
中
間
形
態
と
し
て
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
性
質
の
も
の
が
あ
っ
て
一
様
で
は
な
 
 

い
と
思
わ
れ
る
。
 
 

二
 
加
盟
店
手
数
料
の
収
益
計
上
時
期
 
 
 

信
販
会
社
等
が
、
加
盟
店
か
ら
受
け
入
れ
る
加
盟
店
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
抽
象
的
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
を
墟
供
す
る
対
価
と
い
 
 

う
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
そ
の
碇
供
し
て
い
る
役
務
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 
 

二
五
七
 
 
 



二
五
八
 
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
加
盟
店
手
数
料
の
収
益
計
上
時
期
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
見
解
が
分
か
れ
て
お
り
、
検
討
の
必
要
が
あ
 
 

る
。
 
 

①
加
盟
店
手
数
料
、
顧
客
手
数
料
の
い
ず
れ
の
手
数
料
で
あ
っ
て
も
、
信
販
会
社
等
か
ら
見
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
と
い
う
一
取
 
 
 

引
に
伴
う
手
数
料
で
あ
る
の
で
、
加
盟
店
手
数
料
も
顧
客
手
数
料
と
同
様
、
分
割
し
て
収
益
計
上
す
る
。
 
 

②
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
、
信
販
会
社
等
と
顧
客
と
の
間
に
お
け
る
金
融
取
引
と
、
信
販
会
社
等
と
加
盟
店
と
の
間
に
お
け
る
取
引
と
 
 

に
区
分
し
て
認
識
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
者
の
取
引
か
ら
生
じ
る
加
盟
店
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
契
約
時
に
取
引
関
係
が
終
了
し
 
（
8
）
 
 
 

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
分
割
し
て
収
益
計
上
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 

三
 
信
用
保
証
取
引
に
か
か
る
「
保
証
料
」
の
収
益
計
上
時
期
 
 

ま
た
、
顧
客
が
商
品
を
購
入
す
る
場
合
、
割
賦
販
売
価
格
に
よ
ら
ず
、
信
販
会
社
等
の
保
証
に
よ
っ
て
金
融
機
関
等
か
ら
購
入
資
金
を
 
 

借
入
れ
、
こ
の
借
入
資
金
誓
っ
て
商
品
代
を
支
払
う
取
引
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
販
売
業
者
は
代
金
を
一
括
で
受
領
す
る
が
、
購
 
 

入
者
は
金
融
機
関
等
に
借
入
金
、
支
払
利
息
を
分
割
返
済
し
、
信
販
会
社
等
に
保
証
料
を
分
割
又
は
一
括
し
て
支
払
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
取
引
を
「
ロ
ー
ン
提
携
販
売
取
引
」
、
「
ロ
ー
ン
保
証
取
引
」
（
以
↑
こ
の
節
に
お
い
て
借
用
保
証
取
引
と
い
う
）
と
い
 
 

員
ノ
0
 
 こ

の
信
用
保
証
取
引
に
お
け
る
、
信
販
会
社
等
が
受
領
す
る
融
資
額
等
の
「
保
証
料
」
の
収
益
計
上
基
準
に
つ
い
て
、
①
「
保
証
料
」
 
 

を
一
括
し
て
収
益
に
計
上
す
る
、
②
「
保
証
料
」
は
期
間
の
経
過
に
よ
り
収
益
に
計
上
す
る
、
と
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
の
 
 

背
景
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

①
 
「
保
証
料
」
を
一
括
計
上
す
る
と
い
う
根
拠
は
、
役
務
の
継
続
的
提
供
と
い
う
事
実
が
金
銭
の
使
用
と
い
う
よ
う
に
明
確
に
み
ら
 
 
 



れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
 
 

②
一
方
、
「
保
証
料
」
を
期
間
の
経
過
と
と
も
に
計
上
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
顧
客
に
支
払
遅
延
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
 
 
 

度
信
販
会
社
等
が
そ
の
債
務
を
金
融
機
関
に
対
し
て
代
位
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
信
販
会
社
が
金
融
 
 
 

機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
、
顧
客
に
貸
し
付
け
た
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
 
 

（
l
）
 
「
販
売
信
用
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
二
節
の
二
を
参
照
。
 
 

（
2
）
 
深
海
安
正
稿
「
信
販
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
に
お
け
る
会
計
処
理
基
準
の
標
準
化
を
め
ざ
し
て
」
経
理
情
報
三
六
六
号
三
一
貫
。
 
 

（
3
）
 
深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
三
一
貢
。
 
 

（
4
）
 
こ
の
方
式
は
、
ア
メ
リ
カ
で
月
賦
販
売
金
利
の
算
出
方
法
と
し
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
、
も
っ
と
も
普
及
し
て
き
た
も
の
で
、
金
利
分
を
消
費
 
 
 

者
の
所
要
資
金
の
上
に
（
。
n
）
単
純
に
つ
け
加
え
る
（
a
d
d
）
と
こ
か
ら
、
ア
ド
オ
ン
（
a
d
d
去
n
）
方
式
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
鳶
計
算
 
 
 

方
法
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
第
二
節
の
一
を
参
照
。
 
 

（
5
）
 
残
債
方
式
と
は
、
融
資
残
高
に
対
す
る
金
利
の
算
出
方
法
で
あ
り
、
こ
の
方
式
に
は
級
数
法
と
利
回
法
と
が
あ
る
。
．
級
数
法
ほ
、
俗
に
七
・
八
 
 
 

分
法
と
も
呼
ば
れ
る
。
 
 

（
6
）
 
消
費
者
借
用
の
こ
と
を
英
語
で
C
O
n
S
u
溜
r
C
r
e
d
i
t
と
言
い
、
こ
の
呼
び
方
の
場
合
、
単
語
が
長
く
な
る
た
め
、
単
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
済
ま
 
 
 

す
こ
と
が
多
い
。
太
稿
に
お
い
て
は
、
対
象
が
消
費
者
借
用
の
う
ち
消
費
者
金
融
を
除
く
販
売
信
用
の
み
で
‥
あ
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
と
 
 

は
、
販
売
信
用
の
各
取
引
の
こ
と
を
指
す
。
 
 

（
7
）
 
こ
の
取
引
は
、
リ
ボ
ル
ピ
ソ
グ
取
引
と
呼
ば
れ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
一
節
の
四
を
参
照
。
 
 

（
8
）
 
加
盟
店
手
数
料
は
、
加
盟
店
に
対
し
て
商
品
等
の
代
金
支
払
の
際
、
相
殺
と
い
う
方
法
に
よ
り
一
時
に
支
払
を
受
け
、
返
戻
す
る
こ
と
が
な
い
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 
 



第
二
章
 
信
販
業
の
業
務
内
容
 
 

第
〓
即
 
信
販
会
社
等
の
沿
革
 
 
 

l
 
信
販
会
社
等
の
種
塀
 
 
 

信
販
業
を
営
む
い
わ
ゆ
る
信
販
会
社
等
に
は
、
ど
の
よ
う
な
会
社
が
あ
る
の
か
。
 
 

（
1
）
 
信
販
業
の
主
要
な
業
務
で
あ
る
「
販
売
信
用
」
を
行
う
業
徳
に
は
、
信
販
会
社
、
中
小
小
売
商
団
体
、
メ
ー
カ
1
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
 
 

銀
行
系
ク
レ
ジ
ッ
主
－
ド
会
社
な
ど
の
専
業
者
に
限
ら
ず
、
販
売
促
進
の
た
め
に
「
販
売
信
用
」
を
行
っ
て
 

な
ど
ま
で
も
含
ま
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
信
販
会
社
等
と
い
わ
れ
る
会
社
に
は
、
「
販
売
借
用
」
の
専
業
者
の
う
ち
、
非
割
賦
方
式
の
銀
行
系
 
 

（
3
）
 
 

（
2
）
 
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
を
除
い
た
も
の
、
す
な
わ
ち
信
販
会
社
、
メ
ー
カ
ー
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
中
小
小
売
商
団
体
が
含
ま
れ
る
。
 
 

二
 
信
販
会
社
等
の
歴
史
的
発
展
＝
信
販
会
社
を
中
心
と
し
て
＝
 
 
 

割
賦
堅
冗
を
専
門
に
金
融
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
割
賦
販
売
斡
旋
業
は
、
戦
後
の
昭
和
二
十
六
年
の
日
本
信
販
㈱
が
誕
生
し
た
と
き
か
ら
 
 

（
4
）
 
で
あ
る
。
日
本
信
販
㈱
の
誕
生
後
、
昭
和
二
十
八
年
に
㈱
オ
リ
エ
ン
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
㈱
ジ
ャ
ッ
ク
ス
と
大
手
信
販
会
社
が
創
業
し
て
 
 

（
6
）
 
 

（
5
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
る
。
草
創
期
に
お
け
る
信
販
業
と
は
、
今
日
の
ク
レ
ジ
ヅ
ト
カ
ー
下
の
前
身
で
あ
る
チ
ケ
ッ
ト
（
又
は
ク
ー
ポ
ソ
）
事
業
で
あ
っ
た
。
 
 

チ
ケ
ッ
ト
事
業
は
、
当
初
営
業
規
模
も
小
さ
く
、
各
地
域
の
商
店
街
が
、
共
通
の
利
益
確
保
を
め
ざ
し
て
組
織
し
た
協
同
組
合
の
形
を
と
 
 

る
も
の
が
多
か
っ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
皐
ケ
ッ
ト
団
体
が
百
貨
店
を
中
心
に
業
容
を
拡
大
し
、
協
同
組
合
組
織
か
ら
株
式
会
社
組
織
に
脱
皮
し
て
く
る
に
つ
れ
、
 
 
 



地
元
小
売
店
な
ど
と
百
貨
店
の
間
に
争
い
が
生
じ
て
き
た
。
地
元
小
売
店
な
ど
が
百
貨
店
の
伸
長
に
対
し
、
脅
威
を
感
じ
、
反
発
す
る
よ
 
 

政
治
的
調
整
の
結
果
、
昭
和
三
十
四
年
十
月
通
産
大
臣
か
ら
「
百
貨
店
、
業
者
の
割
賦
販
売
の
自
粛
に
つ
い
て
」
と
い
う
一
連
の
通
達
 
 

が
出
さ
れ
た
。
 
 

百
貨
店
に
対
し
て
は
、
信
販
会
社
が
発
行
す
る
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
、
①
差
金
額
以
下
に
つ
い
て
は
割
賦
の
禁
止
、
②
サ
ー
 
 

ビ
ス
、
飲
食
料
品
等
は
そ
の
対
象
と
し
な
い
、
信
販
会
社
に
対
し
て
は
、
異
な
る
都
道
府
県
に
所
在
す
る
百
貨
店
に
共
通
し
て
使
用
で
き
 
 

る
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行
の
禁
止
、
な
ど
の
規
制
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

割
賦
販
売
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
前
記
大
臣
通
達
が
出
眉
れ
て
か
ら
二
年
後
の
昭
和
三
十
六
年
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
信
販
会
社
は
 
 

（
9
）
 
「
割
賦
購
入
斡
旋
業
老
」
と
定
義
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
一
定
の
資
格
要
件
を
満
た
す
も
の
は
登
録
し
て
営
業
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
 
 

妄
中
小
企
業
老
の
集
り
で
あ
る
組
合
、
連
合
会
、
中
央
会
等
が
行
う
割
賦
購
入
斡
旋
事
業
は
適
用
除
外
と
し
て
登
録
の
必
要
も
な
い
こ
 
 

と
と
な
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
通
産
省
通
達
と
割
賦
販
売
法
に
よ
う
、
チ
ケ
ッ
ト
専
業
団
体
は
限
定
さ
れ
た
地
域
で
の
営
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
日
本
信
販
 
 

囲
は
大
阪
、
名
古
屋
に
支
店
を
開
設
し
て
い
た
が
、
妄
店
を
閉
じ
、
地
方
資
本
の
参
加
も
得
て
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
大
信
販
 
 

（
1
0
）
 
を
設
立
し
た
。
そ
の
た
め
、
信
販
会
社
は
、
チ
ケ
づ
†
忙
代
わ
る
新
規
事
業
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 

（
〓
）
 
 
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
開
発
さ
れ
た
の
が
割
賦
債
権
買
取
り
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
割
賦
販
売
法
の
制
 
 

約
、
通
産
大
臣
の
通
達
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
な
く
企
業
活
動
が
出
来
た
。
 
 
 

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
戦
線
を
縮
小
し
て
い
た
各
地
の
信
販
会
社
が
営
業
ユ
リ
ア
の
拡
大
に
走
り
始
め
た
。
昭
和
四
十
七
年
ジ
ャ
 
 

二
六
一
 
 
 

（
7
）
 
 

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 
 



二
六
ニ
 
 

ッ
ク
ス
大
信
販
、
昭
和
五
十
年
オ
リ
エ
ン
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
昭
和
五
十
三
年
ラ
イ
フ
、
昭
和
五
十
四
年
国
内
信
販
と
相
つ
い
で
、
首
都
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

1
2
）
 
圏
に
進
出
し
て
き
た
。
 
 

営
業
網
の
拡
充
と
併
せ
て
、
取
扱
対
象
品
目
め
拡
充
も
急
速
に
進
ん
だ
。
当
初
は
家
電
品
等
の
耐
久
消
費
財
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
衣
 
 

料
品
等
の
消
耗
品
、
車
検
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
 
 
 

こ
の
間
日
本
信
販
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
同
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
三
和
銀
行
と
共
同
出
資
で
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ロ
ー
 
 

（
現
在
の
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
）
を
設
立
、
次
い
で
四
十
一
年
～
四
十
三
年
に
か
け
て
従
来
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
信
販
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
3
）
 
 

－
ド
）
に
切
り
替
え
た
。
 
 
 

信
販
業
界
に
は
、
五
十
年
代
初
め
ま
で
三
十
四
年
の
通
産
大
臣
通
達
が
尾
を
引
い
て
い
た
。
だ
が
五
十
三
年
に
オ
リ
エ
ン
ト
フ
ァ
イ
ナ
 
 

年
～
五
十
七
年
に
か
け
て
一
斉
に
信
販
カ
ー
ド
の
全
国
展
開
に
踏
み
き
っ
て
い
る
。
 
 
 

（
1
4
）
 
ソ
′
ス
が
全
国
で
使
え
、
し
か
も
割
賦
可
能
な
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
た
の
を
機
に
、
そ
れ
以
降
他
の
信
販
会
社
も
五
十
五
 
 

こ
の
よ
う
な
積
極
的
営
業
施
策
及
び
消
費
者
の
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
に
享
え
ら
れ
て
、
信
販
会
社
は
驚
異
的
な
成
長
を
続
け
 
 

た
。
 
 
 

こ
う
し
て
各
信
販
会
社
は
、
割
賦
債
権
買
取
事
業
を
中
心
に
急
速
に
業
容
を
拡
大
し
、
そ
の
過
程
を
通
じ
て
蓄
積
し
た
信
用
調
査
、
事
 
 

務
処
理
、
回
収
、
金
融
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
消
費
者
ロ
ー
ン
、
信
用
保
証
、
リ
ー
ス
等
の
業
務
へ
も
進
出
し
、
総
合
的
な
消
費
者
信
 
 

（
1
5
）
 
 

用
事
業
の
展
開
を
続
け
て
い
る
。
 
 

最
近
、
信
販
葉
界
の
取
り
ま
と
め
機
関
で
あ
る
社
団
法
人
全
国
信
販
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
信
販
会
社
は
五
十
三
社
、
通
産
登
録
信
販
 
 

業
老
ほ
約
三
一
〇
社
、
日
本
専
門
店
会
系
や
日
本
商
店
連
盟
系
の
整
晶
織
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
団
体
を
含
め
る
と
一
、
二
〇
〇
～
 
 
 



一
、
三
〇
〇
の
団
体
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

信
販
協
加
盟
五
三
社
の
う
ち
全
国
展
開
を
し
て
い
る
の
が
大
手
七
社
と
言
わ
れ
る
日
本
信
販
、
オ
リ
エ
ン
ト
フ
て
イ
ナ
ン
ス
、
セ
ン
ト
 
 

ラ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
、
大
信
販
、
ラ
イ
フ
、
国
内
信
販
で
あ
り
、
昭
和
五
十
五
年
度
取
壊
高
は
五
兆
四
千
九
育
三
十
七
億
 
 

（
1
6
）
 
 

円
と
い
う
大
市
場
を
形
成
し
て
い
る
。
登
録
業
者
全
体
で
は
、
六
兆
円
を
超
え
る
模
様
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

な
お
メ
ー
カ
1
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
展
開
し
た
日
立
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
東
芝
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
総
合
信
販
業
に
変
容
、
着
実
に
業
績
を
 
 

（
1
7
）
 
 

伸
ば
し
て
い
る
。
 
 

第
二
節
 
信
販
業
務
の
内
容
 
 
 

一
信
販
会
社
等
の
業
務
機
能
 
 
 

信
販
会
社
等
と
ほ
、
簡
単
に
い
う
と
、
「
消
費
者
信
用
」
業
務
を
行
う
会
社
で
あ
り
、
消
費
者
が
商
品
を
買
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
境
 
 

供
を
受
け
、
そ
の
代
金
の
支
払
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
き
に
、
①
そ
の
消
費
者
個
人
が
代
金
の
支
払
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
 
 

を
調
査
し
、
②
信
用
調
査
に
合
格
し
た
消
費
者
に
対
し
て
、
支
払
の
繰
り
延
べ
を
承
認
又
は
融
資
を
行
い
、
③
そ
の
よ
う
に
し
て
繰
り
延
 
 

べ
ら
れ
た
分
割
払
代
金
の
請
求
と
回
収
を
行
う
、
と
い
う
一
連
の
業
務
を
、
消
費
者
に
対
し
て
、
連
続
し
て
大
量
に
行
っ
て
い
る
会
社
で
 
 
 

（
柑
）
 
 

あ
る
。
 
 

（
1
9
）
 
 
 

す
な
わ
ち
、
信
販
会
社
等
が
果
た
し
て
い
る
信
販
会
社
等
固
有
の
基
本
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
 
 
 

①
 
信
用
調
査
業
務
…
…
信
用
調
査
、
借
用
書
績
 
 
 

②
 
信
用
供
与
業
務
…
…
与
信
、
契
約
の
締
結
 
 

二
六
三
 
 
 



二
六
四
 
 
 

③
 
債
権
管
理
業
務
…
…
債
権
管
理
、
代
金
回
収
、
計
算
事
務
処
理
 
 
 

①
の
借
用
調
査
機
能
は
、
顧
客
の
信
用
状
態
を
、
支
払
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
支
払
を
行
え
る
だ
け
の
経
済
的
基
礎
を
持
っ
て
 
 

（
2
0
）
 
 

い
る
か
ど
う
か
と
い
う
面
か
ら
調
べ
る
機
能
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
借
用
書
横
磯
能
は
、
信
用
調
査
機
能
を
補
佐
す
る
機
能
で
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
と
行
っ
た
顧
客
に
係
る
過
去
の
利
用
状
 
 

況
、
代
金
支
払
状
況
な
ど
を
借
用
調
査
資
料
と
し
て
蓄
積
し
、
信
用
調
査
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
必
要
の
つ
ゼ
そ
れ
ら
の
資
料
の
利
用
が
 
 

（
2
1
）
 
 

迅
速
に
、
効
果
的
に
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
お
く
機
能
で
あ
る
。
 
 
 

②
の
与
信
機
能
は
、
借
用
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
信
販
会
社
等
が
顧
客
に
対
し
て
支
私
代
金
の
繰
延
べ
を
認
め
た
り
、
金
銭
の
貸
付
 
 

（
詑
）
 
 
 
（
2
3
）
 
 

け
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
、
ま
た
、
敲
客
の
信
用
を
金
融
機
関
な
ど
に
保
証
す
る
こ
と
も
含
む
機
能
で
あ
る
。
 
 
 

③
の
債
権
管
理
機
能
は
、
売
掛
金
残
高
の
確
認
を
顧
客
に
行
っ
た
り
、
支
払
の
停
滞
し
て
い
る
売
掛
金
債
権
の
内
容
を
分
析
し
、
支
払
 
 

の
停
滞
し
て
い
る
客
ご
と
の
支
払
督
促
、
直
接
集
金
な
ど
の
必
要
措
置
を
行
い
、
も
し
貸
倒
れ
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
処
理
も
行
う
こ
 
 

（
2
4
）
 
 

と
を
機
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

代
金
回
収
機
能
は
、
信
販
会
社
等
が
顧
客
に
対
し
て
計
上
し
た
売
掛
債
権
に
係
わ
る
も
の
で
、
顧
客
か
ら
の
代
金
回
収
は
、
通
常
の
場
 
 

（
2
5
）
 
 

合
で
あ
れ
ば
、
顧
客
の
銀
行
預
金
口
産
か
ら
の
自
動
振
替
え
に
よ
り
行
う
。
口
座
振
替
え
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
振
込
み
な
ど
に
よ
る
 
 

回
収
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
上
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
機
能
が
、
計
算
、
事
務
処
理
機
能
で
あ
る
。
信
販
会
社
等
で
 
 

取
り
扱
う
計
算
及
び
事
務
は
、
個
々
の
消
費
者
が
対
象
と
な
り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
取
引
に
は
少
額
な
も
の
が
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
取
 
 

引
量
は
膨
大
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
取
引
内
容
は
、
例
え
ば
、
す
べ
て
の
取
引
対
象
と
な
る
売
掛
債
権
が
同
じ
よ
う
に
処
理
さ
れ
 
 
 



（
2
6
）
 
 

る
と
い
う
よ
う
に
、
取
引
処
理
を
規
格
化
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
 
 

（
2
7
）
 
 
 

こ
の
よ
う
な
計
算
及
び
事
務
手
続
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
町
利
用
に
よ
り
、
経
済
的
に
、
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
 
 

二
 
販
売
信
用
業
務
の
種
瞑
 
 

信
販
会
社
等
の
行
う
業
務
に
は
、
販
売
借
用
業
務
と
消
費
者
金
融
業
務
と
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
扱
う
の
は
第
一
章
第
一
節
 
 

に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
販
売
信
用
業
務
で
あ
る
。
 
 

（
2
8
）
 
 
 

販
売
信
用
業
務
に
は
、
次
の
取
引
形
態
が
あ
る
。
 
 
 

①
 
割
賦
販
売
取
引
 
 
 

②
 
割
賦
債
権
買
取
取
引
 
 
 

③
 
個
晶
割
賦
購
入
斡
旋
取
引
 
 
 

④
 
総
合
割
賦
購
入
斡
旋
取
引
 
 
 

⑤
 
提
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
 
 
 

⑤
 
ロ
ー
ン
保
証
取
引
 
 
 

⑦
 
リ
ー
ス
取
引
 
 
 

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
経
路
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

日
 
割
賦
販
売
取
引
（
第
2
囲
）
 
 
 

割
賦
購
入
を
希
望
す
る
顧
客
か
ら
、
信
販
会
社
等
の
加
盟
店
に
契
約
の
申
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
信
販
会
社
等
は
借
用
調
査
を
行
 
 

い
、
加
盟
店
は
信
販
会
社
等
を
代
行
し
て
顧
客
と
の
間
で
割
賦
販
売
契
約
を
締
結
し
た
上
、
頭
金
を
受
領
し
て
商
品
を
引
き
渡
す
。
信
販
 
 

二
六
五
 
 
 



囲
 
総
合
割
賦
購
入
斡
旋
取
引
（
第
4
図
）
 
 

信
販
会
社
等
と
提
携
し
た
加
盟
店
が
、
信
販
会
社
等
の
発
行
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
信
販
カ
ー
ド
）
を
保
有
す
る
会
員
に
対
し
 
 
 

何
 
個
品
割
賦
購
入
斡
旋
取
引
（
第
3
図
）
 
 
 

信
販
会
社
と
碇
携
し
た
加
盟
店
が
、
一
般
の
不
特
定
多
数
の
顧
客
に
対
し
て
、
分
割
払
ま
た
は
一
括
 
 

払
で
、
商
品
等
を
販
売
し
、
信
販
会
社
が
借
用
調
査
、
立
替
払
、
集
金
等
の
機
能
を
分
担
す
る
制
度
で
 
 
（
3
1
）
 
 

あ
る
。
 
 

（
3
3
）
 
 
信
販
会
社
の
中
心
と
な
る
取
引
で
、
債
権
買
取
り
、
販
売
金
融
、
あ
る
い
は
シ
ョ
ッ
ビ
ン
グ
ク
レ
ジ
 
 
（
鋸
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
5
）
 
ッ
 

ト
な
ど
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 

（第3図）  

信販会社等  

′
②
信
用
調
諾
拍
 
′
′
偏
 
 

「
 
④
 
販
 
売
 
承
 
認
■
■
－
1
 
 

⑥
代
金
請
 
求
 
 
 
－
 
 

⑦
代
金
立
替
私
∵
・
A
 
 

③ ⑧ ⑨  
代
金
支
払
（
一
括
或
い
は
分
割
）
・
 
 

請
求
（
一
括
或
い
は
分
割
丁
 
 

信
 
用
 
調
番
T
・
・
－
・
・
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
込
 
 

中
 
 

人
 
 

口
用
 
 

加 盟 店  

商品納人（割既契約）  

二
六
六
 
 

（
2
9
）
 
会
社
等
は
割
賦
代
金
の
ネ
を
受
領
す
る
。
 
 
 

て
の
取
引
は
、
い
ゎ
ゆ
る
間
腰
割
賦
販
売
取
引
と
い
 
 

わ
れ
る
も
の
で
、
現
在
で
は
、
こ
の
形
式
を
と
る
取
引
 
 

は
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
割
賦
債
権
買
取
取
引
 
 
 

割
賦
債
権
買
取
ほ
、
加
盟
店
と
顧
客
と
の
間
に
締
結
 
 

さ
れ
た
割
賦
販
売
契
約
に
基
づ
き
そ
の
債
権
を
信
販
会
 
 

社
等
が
買
い
取
る
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
の
取
扱
要
領
は
割
 
 

（
3
0
）
 
賦
販
売
と
同
様
で
あ
る
。
 
 



て
、
分
割
払
ま
た
ほ
一
括
払
で
商
品
等
を
販
売
 
 

し
、
信
販
会
社
等
が
立
替
払
い
、
集
金
等
の
機
能
 
 

（
3
6
）
 
 

を
分
担
す
る
制
度
で
あ
る
。
 
 
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
大
手
企
業
と
業
務
提
 
 

（
3
7
）
 
携
し
て
専
用
カ
ー
ド
も
発
行
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
取
引
は
、
チ
ケ
ッ
ト
事
業
か
ら
発
展
し
た
 
 

も
の
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
呼
ば
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

国
 
境
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
（
第
5
図
）
 
 
 

碇
携
ロ
ー
ソ
販
売
を
希
望
す
る
顧
客
の
、
加
盟
 
 

店
へ
の
契
約
の
申
込
み
に
よ
り
、
信
販
会
社
等
は
 
 

顧
客
の
借
用
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
 
 

加
盟
店
は
信
販
会
社
等
を
代
行
し
て
顧
客
と
の
間
 
 

で
提
携
ロ
ー
ン
販
売
契
約
を
締
結
し
、
頭
金
を
受
侵
し
て
商
品
を
引
き
渡
す
。
 
 

（
3
8
）
 
 
 

顧
客
は
金
融
機
関
と
の
間
で
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
信
販
会
社
等
が
連
帯
保
証
す
る
。
 
 

何
ロ
ー
ン
保
証
取
引
（
第
6
図
）
 
 

自
動
車
の
購
入
を
希
望
す
る
顧
客
あ
る
い
は
住
宅
の
増
改
築
」
改
装
を
希
望
す
る
顧
客
等
に
信
販
会
社
等
の
加
盟
店
を
通
し
て
融
資
す
 
 

二
六
七
 
 
 

（第4図）  

口座振替入金  

信販会社等  

商品の提供  

（第5図）   

（9申込内容の連絡  

▲
T
－
尊
者
提
携
－
－
⊥
・
 
 

（診調査結果の道糸  

融
資
金
払
込
 
④
碍
存
へ
の
 
 
 

購
入
申
込
 
 

①
提
携
ロ
ー
ン
 
 

提
携
ロ
ー
ン
販
売
 
 

（む信用調査  

箋社が連帯保証）  

金融械関  
（む融資金返済  



代
表
的
な
も
の
に
オ
ー
ト
ロ
ー
ン
、
住
ま
い
の
ロ
ー
ン
な
ど
が
あ
る
。
 
 
 

リ
ー
ス
取
引
 
 
 

通
信
機
器
、
事
務
用
機
器
、
自
動
車
等
の
リ
ー
ス
を
希
望
す
る
顧
客
に
 
 

へ
4
0
）
 
 

該
商
品
を
リ
ー
ス
す
る
制
度
で
あ
る
。
 
 

る
制
度
で
、
生
命
保
険
会
社
、
損
害
保
険
会
社
等
の
金
融
機
関
と
碇
携
し
て
行
わ
れ
 
 

（
3
9
）
 
 

る
。
 
 

（
1
）
 
「
販
売
信
用
」
を
形
態
別
に
分
類
し
、
代
表
業
種
例
を
示
せ
ば
、
第
7
図
の
と
お
り
で
 
 

あ
る
。
 
 

（
2
）
 
奥
鶴
堆
稿
「
信
販
業
の
収
益
計
上
基
準
「
月
刊
ク
レ
ジ
ッ
ト
三
二
七
号
二
〇
貢
。
 
 

『
銀
行
系
カ
ー
ド
会
社
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
の
よ
う
に
「
中
小
企
業
分
野
調
整
 
 
 

法
」
の
付
帯
決
議
に
よ
っ
て
割
賦
購
入
の
あ
っ
せ
ん
が
行
政
的
に
制
約
さ
れ
、
非
割
賦
の
も
′
の
が
一
部
に
み
ら
れ
て
い
る
。
』
 
 

（
3
）
 
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
、
信
販
会
社
等
と
は
、
メ
ー
カ
ー
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
信
販
会
社
、
中
小
小
売
団
体
の
こ
と
を
い
う
。
 
 

（
4
）
 
日
本
経
済
新
聞
社
漏
「
現
代
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
産
業
」
一
二
頁
。
 
 

（
5
）
 
日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
喜
一
四
貢
。
 
 

（
6
）
 
チ
ケ
ッ
ト
制
度
と
ほ
、
「
百
円
券
、
五
首
円
券
な
ど
を
小
冊
子
（
ク
ー
ポ
ン
ま
た
は
チ
ケ
ッ
ト
）
に
し
て
、
会
員
に
配
付
し
、
会
員
は
百
貨
店
 
 
 

な
ど
に
行
っ
て
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
で
物
品
を
購
入
す
る
と
い
う
制
度
」
で
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
に
は
、
会
員
番
号
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
百
貨
店
な
ど
 
 
 

か
ら
売
上
伝
票
と
と
も
に
信
販
会
練
直
回
っ
て
く
る
と
、
信
販
会
社
ほ
三
回
、
六
回
、
十
回
な
ど
の
分
割
払
で
、
購
入
金
額
に
金
利
を
加
え
た
金
 
 
 

額
を
客
か
ら
徴
収
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
章
一
三
⊥
四
貢
、
三
和
銀
行
調
査
部
編
「
消
費
者
信
用
の
知
識
」
≡
六
貢
参
照
。
 
 
 

対  
し  
て  

当  

（第6図）（生命保険会社等との捷  

携による保証）  



（
7
）
 
 

（
8
）
 
 

（
9
）
 
 

（
1
0
）
 
 

（
1
1
）
 
 

（
1
2
）
 
 

（
ほ
）
 
 

（
1
4
）
 
 

（
1
5
）
 
 

（
1
6
）
 
 

（
1
7
）
 
 

（
娼
）
 
 

（
1
9
）
 
 

（
2
0
）
 
 

（
2
1
）
 
 

（
2
2
）
 
 
 

割
賦
販
売
法
二
条
三
項
、
三
〇
粂
一
項
。
 
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
術
 
前
掲
書
一
六
頁
。
 
 
 

こ
の
割
賦
債
権
買
取
事
業
は
、
割
賦
販
売
法
第
二
条
で
定
め
る
個
品
割
賦
購
入
斡
旋
取
引
 
 

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
 
 
 

個
晶
割
賦
購
入
斡
旋
取
引
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
二
節
の
囲
を
参
照
の
こ
と
。
 
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
書
二
四
頁
。
 
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
書
二
三
貢
。
 
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
書
五
八
東
。
 
 
 

岩
崎
和
雄
著
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
何
か
」
八
頁
。
 
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
〓
二
貢
。
 
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
書
六
三
頁
。
 
 
 

探
瀬
安
正
稿
「
信
販
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
に
お
け
る
会
計
処
理
基
準
の
標
準
化
を
め
ざ
し
て
 
 

何
」
経
理
情
報
三
六
六
号
三
四
貢
。
 
 
 

深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
三
四
貢
。
 
 
 

深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
≡
四
頁
。
 
 
 

深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
三
四
貢
。
 
 
 

与
信
方
式
に
は
、
販
売
業
着
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
申
込
を
受
け
た
つ
ど
、
そ
の
契
約
 
 

に
対
す
る
販
売
承
認
を
個
別
的
に
行
う
方
式
と
、
あ
ら
か
じ
め
顧
客
の
信
用
状
態
を
調
査
し
 
 

て
与
信
限
度
額
を
決
め
て
お
き
、
個
々
の
契
約
申
込
を
受
け
付
け
た
と
き
に
、
は
、
そ
の
与
信
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
喜
一
四
貢
。
 
 

昭
和
三
十
四
年
一
〇
月
、
通
産
大
臣
名
で
「
百
貨
店
業
者
の
割
賦
販
売
の
自
粛
に
つ
い
て
」
と
い
う
〓
虐
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。
 
 

日
本
経
済
新
聞
社
編
 
前
掲
書
一
五
頁
参
照
。
 
 

（第7図）  

（形態別）（代表業棍別）  

独立方式・∴石貨店、克服店、月賦百貨店、自動車デイーラ‾  

賦方式  系列方式…………‥t 電機メーカー系クレ  

用  

割 

自動車メーカー系クレジット会社  
販
売
信
 
 

専門機閥族介方式…信販会社、中小小売商団体  
提携ローン‥・，・・……民間金融機関（注）   

l 

賦方式亡 ． 

飼 融資は主として民間金融磯関が行い，保証は主としてメーカー   

系クレジット会社，信販会社が行う。  

出典…消費者信用産業調査研究会中間報告革（案）「消費者信用産  
業の現状とピジョン」昭和56年12月11日   



（
2
6
）
 
 

（
2
7
）
 
 

（
2
8
）
 
 

（
2
9
）
 
 

（
3
0
）
 
 

（
3
1
）
 
 

（
3
2
）
 
 

（
3
3
）
 
 

（
3
4
）
 
 

（
3
5
）
 
 

（
3
6
）
 
 

限
度
内
で
あ
れ
ば
無
審
査
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
行
う
方
式
と
が
あ
る
。
事
前
与
信
 
 

を
行
う
方
式
の
代
表
例
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
三
四
貢
。
 
 
 

深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
三
四
貢
。
 
 
 

こ
の
方
式
は
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
り
得
る
回
収
方
式
で
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
 
 

界
の
発
展
の
支
柱
と
な
っ
て
い
る
。
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
契
約
形
式
に
利
用
さ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 
 

深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
三
五
貢
。
 
 
 

探
瀬
安
正
 
前
掲
稿
三
五
貢
。
 
 
 

信
販
会
社
等
上
場
七
社
の
有
価
証
券
報
告
書
に
よ
る
。
 
 
 

日
立
ク
レ
ジ
ッ
ト
㈱
有
価
証
券
報
告
書
 
 
 

日
立
ク
レ
ジ
ッ
ト
㈱
有
価
証
券
報
告
書
 
 
 

日
本
信
販
㈹
有
価
証
券
報
告
書
 
 

債
権
買
取
の
名
称
を
使
っ
て
い
る
の
は
、
セ
ン
土
フ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
日
本
信
 
 

販
な
ど
で
あ
る
。
 
 
 

販
売
金
融
の
名
称
を
使
つ
て
い
る
の
ほ
、
オ
リ
エ
ン
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ラ
イ
フ
 
 

な
ど
で
あ
る
。
 
 
 

シ
ョ
ッ
ビ
ン
グ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
名
称
を
使
っ
て
い
る
の
は
、
大
信
販
、
日
本
信
販
 
 

な
ど
で
あ
る
。
 
 
 

ジ
ャ
ッ
ク
ス
は
、
個
晶
割
賦
購
入
斡
旋
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
い
る
。
 
 
 

日
本
信
販
㈱
有
価
証
券
報
告
書
。
 
 

（第8図） カ←ドをめく小る用語分塀  

l   
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第
〓
即
営
業
取
引
形
態
の
種
類
別
契
約
形
式
 
 

信
販
会
社
等
は
、
個
々
の
顧
客
に
対
し
て
、
与
信
し
、
契
約
し
、
回
収
す
る
と
い
う
 
 

基
本
業
務
に
応
じ
た
手
続
き
を
踏
ん
だ
取
引
を
行
っ
て
い
る
。
信
販
会
社
等
が
ク
レ
ジ
 
 

ッ
ト
を
行
う
た
め
に
、
顧
客
又
は
販
売
業
者
と
と
り
か
わ
す
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
法
律
 
 

上
の
形
式
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
、
こ
の
節
で
第
9
図
の
取
引
別
に
検
討
 
 

す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

一
割
賦
販
売
取
引
 
 
 

信
販
会
社
等
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
割
賦
販
売
取
引
は
、
顧
客
に
対
し
て
商
品
の
納
品
 
 

は
販
売
業
者
が
行
う
が
、
販
売
取
引
は
信
販
会
社
等
が
販
売
業
者
よ
り
商
品
を
仕
入
 
 

れ
、
顧
客
に
対
し
て
割
賦
販
売
す
る
取
引
で
あ
る
 
（
第
1
0
国
）
。
こ
の
取
引
の
法
律
上
 
 

の
契
約
形
式
は
、
販
売
業
暑
が
自
ら
直
接
割
賦
販
売
を
行
う
場
合
と
同
様
、
割
賦
販
売
 
 

（   ′■‾ヽ ′｛＼ ′■‾ヽ  

40 39 38 37 ＼＿ノ   ）    ）    ）  

こ
の
カ
ー
ド
の
こ
と
を
、
港
携
カ
ー
ド
あ
る
い
は
代
行
カ
ー
ド
と
い
う
。
な
お
、
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
用
語
ほ
第
8
因
の
は
ぅ
に
分
顕
さ
れ
る
。
 
 

日
立
ク
レ
ジ
ッ
ト
鯛
有
価
証
券
報
告
書
。
 
 

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
有
価
証
券
報
告
書
。
 
 

日
本
信
販
㈱
有
価
証
券
報
告
書
？
 
 
 

第
三
章
√
 
信
販
業
務
の
法
的
性
格
 
 

、  

（第9図）  

クレジット取引の名称  

割賦販売取引  

割賦債権買取取引  

催告董厭覧会話叢引  
（以下併せて，立替私取引という。）  

総合割賦購入斡旋取引のうちリボルビソ  
グ取引  
（以下，貸付取引という。）  

∃是携p←ソ販売取引  

ローン保証取引  

リース取引  
（以下，消費者リース取引という。）  
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契
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
取
引
の
特
徴
は
、
信
販
会
社
等
が
商
品
の
現
物
を
直
接
 
 

取
扱
わ
な
い
の
で
、
商
品
の
在
庫
を
持
た
な
い
こ
と
、
ま
た
、
販
売
代
金
の
う
ち
頭
金
相
当
 
 

額
が
顧
客
よ
り
販
売
業
老
に
直
接
手
渡
さ
れ
る
の
で
、
信
販
会
社
等
は
頭
金
を
除
く
商
品
の
 
 

（
1
）
 
 

仕
入
代
金
に
つ
い
て
販
売
業
老
に
決
済
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

二
 
割
賦
債
権
買
取
取
引
 
 

信
販
会
社
等
が
販
売
業
者
の
顧
客
に
対
す
る
割
賦
債
権
を
割
引
買
取
す
る
取
引
形
態
で
あ
 
 

る
（
第
1
1
図
）
。
 
 
 

販
売
業
老
と
顧
客
と
の
取
引
関
係
は
、
通
常
の
直
接
方
式
に
よ
る
割
賦
販
売
取
引
で
あ
 
 

り
、
販
売
業
着
か
ら
割
賦
債
権
を
買
取
、
っ
た
信
販
会
社
等
と
顧
客
と
の
取
引
関
係
は
、
債
権
 
 

者
と
債
務
者
の
関
係
と
な
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
取
引
は
信
販
会
社
等
が
、
販
売
業
者
と
の
間
で
行
う
債
権
買
取
契
約
 
 

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

こ
の
取
引
形
態
は
、
信
販
会
社
等
が
割
賦
販
売
の
売
買
当
事
者
と
な
れ
な
い
と
き
（
た
と
え
ば
、
工
事
付
の
割
賦
販
売
契
約
で
は
、
信
 
 

販
会
社
等
が
工
事
業
者
と
し
て
の
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
と
き
は
売
買
当
事
者
と
な
る
こ
と
が
法
律
上
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
。
）
、
あ
る
 
 

（
2
）
 
 

い
は
売
買
当
事
者
に
な
ら
な
い
と
き
に
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
 
 

三
 
立
替
払
取
引
 
 
 

顧
客
が
販
売
業
着
か
ち
商
品
を
購
入
し
た
場
合
に
、
信
販
会
社
等
が
顧
客
に
代
わ
っ
て
販
売
業
老
に
商
品
代
金
を
一
括
し
て
支
払
い
、
 
 
 

（第10図）  

仕入代金決済  
（頭金を除．く）  
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（第11図）  

／一イ債権買取契約）一丁、 

、 ／／譲受債権代金の決一斉 ヽヽ   

そ
の
後
顧
客
か
ら
商
品
代
金
に
手
数
料
を
加
算
し
た
額
を
分
割
し
て
受
債
す
る
と
い
う
取
引
形
態
で
あ
る
（
第
1
2
国
）
。
 
 
 

こ
の
契
約
は
商
品
代
金
を
分
割
払
い
す
る
点
で
通
常
の
割
賦
販
売
に
似
て
い
る
が
、
分
割
払
い
の
相
手
方
が
販
売
業
着
で
は
な
く
信
販
 
 

会
社
等
で
あ
る
点
で
異
な
る
。
法
律
上
の
契
約
形
式
は
買
主
と
販
売
店
と
の
間
の
売
買
契
約
、
信
販
会
社
等
と
の
間
の
立
替
払
委
任
契
約
 
 

（
3
）
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

・三∴  割 
賦 

販 

約  

売契  

（第12図）  

顧客の購入商品  
代金立替決済  

こ
の
取
引
は
、
カ
ー
ド
等
は
発
行
せ
ず
に
個
々
の
商
品
に
つ
い
て
割
賦
購
入
斡
旋
を
行
う
 
 

個
品
割
賦
購
入
斡
旋
が
典
型
例
で
あ
る
が
、
割
賦
購
入
斡
旋
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
総
合
割
賦
 
 

版売葉巻  信販会社等  

†＼  
立  

替   
払  

替  
金  
の  

約 
1 
、  
済  

購
入
斡
旋
も
実
務
的
に
か
な
り
普
及
し
て
い
鳶
 
 
 

割
賦
購
入
斡
旋
カ
ー
ド
取
引
は
、
信
販
会
社
等
 
 

と
顧
客
と
の
立
替
委
任
契
約
に
基
づ
き
、
信
販
会
 
 

社
等
が
発
行
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
顧
 
 

客
が
捷
携
先
で
あ
る
販
売
業
老
か
ら
商
品
購
入
す
 
 

る
場
合
に
そ
の
商
品
代
金
を
一
定
の
信
用
限
度
内
 
 

で
信
販
会
社
等
が
立
春
払
い
す
る
取
引
形
態
で
あ
 
 

（
4
）
 
 

る
。
 
 
 

四
 
貸
付
取
引
 
 
 

こ
の
取
引
の
法
律
上
の
契
約
形
式
は
、
信
販
会
 
 

社
等
と
顧
客
と
で
結
ば
れ
る
金
銭
消
費
貸
借
契
約
 
 

二
七
三
 
 
 



で
あ
る
。
そ
の
契
約
に
基
づ
く
取
引
の
基
礎
に
商
品
等
の
売
買
取
引
が
あ
る
場
合
（
第
1
3
図
）
 
 

と
が
あ
る
。
 
 

（
5
）
 
 
 

こ
の
取
引
形
態
の
代
表
的
な
も
の
は
、
リ
ボ
ル
ビ
ソ
グ
カ
ー
ド
に
よ
る
取
引
で
あ
る
。
こ
れ
 
 

は
、
信
販
会
社
等
と
顧
客
で
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
と
の
間
で
結
ば
れ
る
「
ク
レ
ジ
ッ
 
 

ト
カ
ー
ド
取
引
に
関
す
る
金
銭
消
費
貿
借
契
約
の
極
度
額
貸
付
契
約
」
と
い
う
契
約
に
基
づ
い
 
 

て
、
顧
客
が
商
品
等
の
購
入
を
行
う
た
び
に
継
続
的
に
発
生
す
る
購
入
資
金
の
個
別
金
銭
消
費
 
 

貸
借
契
約
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
売
上
伝
票
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。
 
 

リ
ボ
ル
ビ
ソ
グ
カ
ー
ド
に
よ
る
取
引
の
特
徴
は
、
利
用
限
度
額
の
範
囲
内
で
の
追
加
購
入
で
 
 

あ
れ
ば
、
顧
客
は
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
一
定
額
、
あ
る
い
は
利
用
残
高
に
対
す
る
一
定
率
の
金
 
 

額
の
支
払
い
・
を
行
う
だ
け
で
す
む
こ
と
で
あ
る
（
他
の
取
引
形
態
で
は
、
顧
客
が
追
加
購
入
 
 

し
た
場
合
に
は
、
契
約
の
増
加
に
伴
っ
て
毎
月
支
払
う
分
割
返
済
金
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
 
 

る
。
）
。
 
 

こ
の
よ
う
な
返
済
方
式
に
よ
る
結
果
、
通
常
は
割
賦
に
よ
る
取
引
対
象
と
な
り
得
な
い
低
額
取
引
も
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

（
6
）
 
 

る
。
百
貨
店
ヘ
 
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
化
粧
品
店
等
で
の
買
物
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
 
 
 

五
 
提
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
 
 
 

こ
の
取
引
で
ほ
、
信
販
会
社
等
は
販
売
業
者
よ
り
商
品
を
購
入
し
、
顧
客
に
対
し
て
そ
の
商
品
の
販
売
を
行
う
。
そ
し
て
、
顧
客
は
金
 
 

融
機
関
よ
り
借
り
入
れ
た
資
金
を
も
っ
て
商
品
代
金
を
信
販
会
社
等
に
決
済
し
、
信
販
会
等
ほ
顧
客
が
商
品
代
金
決
済
の
た
め
金
融
機
関
 
 
 

（第13図）  

顧寄の買掛代金  



（
7
）
 
 

流
れ
が
異
っ
て
く
る
。
 
 

六
 
ロ
ー
ン
保
証
取
引
 
 
 

売
買
取
引
な
ど
は
販
売
業
者
と
顧
 
 

客
と
の
間
で
行
い
、
信
販
会
社
等
は
 
 

顧
客
が
取
引
代
金
決
済
の
た
め
の
金
 
 

融
機
関
か
ち
借
り
入
れ
た
こ
と
に
伴
 
 

う
債
務
に
対
し
て
保
証
を
行
う
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
所
定
の
手
数
料
を
受
け
入
 
 

れ
る
と
い
う
取
引
形
態
で
あ
る
（
第
 
 

1
6
図
、
第
1
7
囲
）
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
取
引
の
法
律
 
 

上
の
契
約
形
式
は
、
保
証
委
託
契
約
 
 

よ
り
借
り
入
れ
た
債
務
に
対
し
て
保
証
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
取
引
の
法
律
上
の
契
約
形
式
は
、
売
買
契
約
及
び
保
証
委
託
契
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

商
品
の
納
入
は
、
販
売
業
者
か
ら
顧
客
に
雇
接
行
わ
れ
、
金
融
機
関
の
融
資
実
行
は
金
融
機
関
か
ら
信
販
会
社
等
に
直
接
行
わ
れ
J
る
 
 

（
第
1
4
図
、
第
1
5
図
）
。
 
 
 

こ
の
取
引
に
介
在
す
る
金
融
機
関
に
は
銀
行
の
場
合
と
生
命
保
険
会
社
と
の
場
合
が
あ
り
、
両
者
で
は
顧
客
の
借
入
金
の
返
済
取
引
の
 
 

捷携金融磯陶が生命保険会社の場合  

、、－ （金銭消費貸借契糾・ノ  

L＿＿＿＿●＿．＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿＿  

（第15図） 提携金融機関が銀行の場合  

仕入代金決済   



で
あ
る
と
考
え
ら
漑
る
。
 
 
 

こ
の
取
引
形
態
は
、
捷
携
ロ
ー
ン
販
売
 
 

取
引
に
対
し
て
割
賦
販
売
取
引
に
対
す
る
 
 

割
賦
債
権
買
取
取
引
の
関
係
と
同
様
の
関
 
 

係
を
持
っ
七
い
る
。
す
な
わ
ち
、
信
販
会
 
 

社
等
が
提
携
ロ
ー
ン
販
売
の
場
合
の
よ
う
 
 

に
売
買
当
事
者
に
な
れ
な
い
か
、
あ
る
い
 
 

は
売
買
当
事
者
に
な
ら
な
い
と
き
に
利
用
 
 

（
8
）
 
 

j
れ
る
取
引
で
あ
ぅ
 
 
 

ま
た
こ
の
取
引
に
介
在
す
る
金
融
機
関
 
 

が
銀
行
の
場
合
と
生
命
保
険
会
社
の
場
合
 
 

と
が
あ
り
、
両
者
で
は
顧
客
の
借
入
金
の
 
 

返
濱
取
引
の
流
れ
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
は
、
提
携
ロ
ー
ン
販
売
と
同
様
で
あ
る
。
 
 

七
 
消
費
者
り
」
ス
取
引
 
 
 

信
販
会
社
等
が
所
有
す
る
有
形
固
定
資
産
を
、
特
定
の
顧
客
隼
一
定
期
間
賃
貸
し
、
そ
の
対
価
と
し
て
所
定
の
リ
ー
ス
料
を
受
け
入
れ
 
 

（
9
）
 
 

る
取
引
形
態
で
あ
る
（
第
1
8
囲
）
。
 
 
 

こ
の
取
引
の
法
律
上
の
契
約
形
式
は
、
信
販
会
社
等
と
顧
客
と
の
リ
ー
ス
契
約
、
す
な
わ
ち
賃
貸
借
契
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

（第16図）凝携金融機関が生命保険会社の場合  

売  、納  頭  

金  

′販売嚢者           上   日  ‖‖   

信販会社等  

代理受領融資金  
による顧客の買  

融
資
英
行
 

人
雛
綿
鑓
㍍
㌘
け
L
 
 

掛債務決済   
分
割
金
返
済
 
 

生命保険会社  寵臣   客  
】 
■  1＿ 
l  

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

（第17図）  提携金融機関が銀行の場合  



異
に
つ
い
て
の
結
論
の
一
致
を
み
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 
 

学
説
は
、
割
賦
購
入
斡
旋
取
引
を
二
当
事
者
間
契
約
の
延
長
線
上
に
捉
え
る
も
の
と
、
三
 
 

（
1
0
）
 
 

当
事
者
間
契
約
の
特
質
と
し
て
捉
え
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
 
 
 

前
者
に
は
、
債
権
譲
渡
説
、
代
位
弁
済
説
、
契
約
上
の
地
位
の
引
受
説
が
あ
り
、
後
者
に
 
 

Ⅶ
岨
n
 
 

は
、
金
銭
消
費
賃
貸
借
貌
、
準
委
任
説
が
あ
る
。
 
 
 

‖
 
債
権
譲
渡
説
 
 
 

顧
客
と
信
販
会
社
等
と
の
関
係
は
、
売
買
代
金
債
権
の
債
務
者
と
そ
の
譲
受
人
と
な
る
。
 
 

こ
の
場
合
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
権
の
譲
渡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
 
 

債
務
者
と
譲
渡
人
の
間
で
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
が
結
ば
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

立
替
金
払
契
約
に
お
け
る
債
権
譲
渡
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は
、
契
約
の
相
対
性
の
も
と
 
 

で
生
ず
る
代
金
支
払
義
務
と
は
法
律
上
ま
っ
た
く
別
個
の
立
替
金
支
払
債
務
を
負
う
の
で
あ
 
 

り
、
か
か
る
場
合
に
、
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
の
効
果
と
し
て
、
債
権
の
譲
渡
の
場
合
と
 
 

（
1
2
）
 
 

同
一
の
法
効
果
を
認
め
得
る
か
は
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

第
二
節
 
立
替
払
契
約
の
法
的
性
質
 
 
 

一
我
が
国
に
お
け
る
学
説
 
 

学
説
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
い
わ
ゆ
る
割
賦
購
入
斡
旋
取
引
に
お
け
る
立
替
払
契
約
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
論
ず
る
が
、
そ
の
要
件
や
効
 
 

（第18図）  

購入代金の支払   



二
七
八
 
 

何
 
代
位
弁
済
説
 
 
 

信
販
会
社
等
は
、
代
位
弁
済
特
約
（
民
法
四
七
四
条
）
に
よ
り
顧
客
に
代
わ
り
売
主
（
販
売
業
者
）
に
売
買
代
金
を
支
払
い
、
売
主
が
 
 

買
主
（
顧
客
）
に
対
し
て
有
す
る
売
買
代
金
債
権
を
代
位
取
得
す
る
（
民
法
四
九
九
条
、
五
〇
〇
条
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
債
権
 
 

（
1
3
）
 
 

を
顧
客
に
求
償
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

実
際
に
は
、
信
販
会
社
は
、
代
位
弁
済
の
内
容
を
顧
客
と
の
準
委
任
契
約
に
よ
り
合
意
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
こ
の
説
は
二
膏
事
 
 

（
1
4
）
 
 

著
聞
契
約
に
お
け
る
準
委
任
説
へ
と
移
行
す
る
。
 
 
 

伺
 
契
約
上
の
地
位
の
引
受
説
 
 

信
販
会
社
等
は
、
加
盟
店
か
ら
、
加
盟
店
が
顧
客
と
の
売
買
契
約
に
基
づ
き
取
得
す
る
す
べ
て
の
債
権
の
譲
渡
を
受
け
る
と
守
も
に
、
 
 

（
1
5
）
 
 

購
入
者
に
対
し
て
負
担
す
る
い
っ
さ
い
の
債
務
を
も
並
存
的
に
引
き
受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
1
6
）
 
 
こ
れ
ほ
、
債
務
引
受
け
の
′
一
形
態
で
あ
る
が
現
実
の
取
引
実
態
と
は
、
か
な
り
か
け
離
れ
た
法
律
構
成
と
な
る
。
 
 
 

や
金
銭
消
費
貸
借
説
 
 
 

信
販
会
社
等
と
顧
客
と
の
関
係
は
、
一
定
の
商
品
の
醇
入
を
目
的
と
し
た
金
銭
消
費
貸
借
と
、
借
主
た
る
顧
客
の
措
図
に
従
っ
て
、
目
 
 

的
物
を
加
盟
店
に
交
付
す
る
こ
と
町
委
託
と
が
結
合
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
金
銭
消
費
貸
借
上
の
貸
主
と
借
主
の
地
位
に
つ
く
、
 
 

（
1
7
）
 
 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

何
 
準
委
任
説
 
 
 

顧
客
と
信
販
会
社
等
と
の
間
で
、
顧
客
の
加
盟
店
に
対
す
る
売
買
代
金
の
支
払
を
信
販
会
社
等
に
委
託
す
る
旨
の
契
約
が
結
ば
れ
（
民
 
 

法
六
五
六
条
、
六
四
三
条
）
、
両
者
の
関
係
は
、
売
買
代
金
支
払
に
つ
い
て
の
委
任
者
と
受
任
者
の
関
係
に
立
つ
。
し
た
が
っ
て
、
信
販
 
 
 



会
社
等
の
顧
客
に
対
す
る
請
求
権
は
、
受
託
事
務
処
理
費
用
の
償
還
請
求
権
た
伴
う
利
息
人
民
法
六
五
〇
条
一
項
）
と
報
酬
（
民
法
六
四
 
 

（
1
8
）
 
 

八
粂
一
項
）
を
兼
ね
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
 
 

（
1
9
）
 
 
 

理
論
的
に
は
、
主
当
事
者
間
の
契
約
の
本
質
を
最
も
率
直
に
凍
え
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
2
0
）
 
二
 
ア
メ
リ
カ
の
ク
レ
ジ
ッ
ー
ト
カ
ー
ド
の
法
理
 
 
 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取
引
の
法
理
を
説
明
す
る
た
め
に
、
初
期
の
頃
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取
引
に
塀
似
し
た
取
 
 

引
の
法
理
を
あ
て
は
め
た
り
、
．
そ
れ
か
ら
塀
推
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
未
知
の
疑
わ
し
い
信
用
状
態
の
買
主
の
信
用
に
代
 
 

え
て
、
承
認
さ
れ
た
確
実
な
信
用
を
利
用
す
る
と
い
う
機
能
的
頸
似
性
と
、
当
事
者
の
権
利
義
務
関
係
の
法
的
頸
似
性
の
あ
る
商
業
信
用
 
 

状
説
が
最
も
賛
同
者
が
多
か
っ
た
。
ほ
か
に
、
受
取
勘
定
買
取
説
（
f
a
c
t
O
r
i
ロ
g
O
f
a
c
c
O
仁
n
t
S
 
r
e
C
e
i
表
b
訂
）
、
債
権
譲
渡
説
（
a
s
s
i
g
n
・
 
 

m
e
ロ
t
 
t
h
e
O
r
y
）
が
あ
っ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
の
後
、
既
存
の
法
理
を
借
用
せ
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取
引
を
独
自
の
取
引
と
し
て
考
察
す
る
よ
う
に
な
り
、
ク
レ
ジ
 
 

ッ
ト
カ
ー
ド
契
約
自
体
に
よ
っ
て
ク
 

説
（
d
i
r
e
c
t
O
b
紆
a
t
i
O
n
t
h
e
O
r
y
）
が
唱
え
ら
れ
た
。
 
 

一
九
六
八
年
の
統
一
消
費
者
信
用
法
典
（
U
n
i
f
O
H
m
C
O
n
S
u
m
e
H
C
r
e
d
i
t
C
O
d
e
）
は
、
い
わ
ゆ
る
三
当
事
者
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
 
 

（
2
1
）
 
貸
主
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
訂
n
d
e
H
C
r
e
d
i
t
c
a
r
d
）
と
定
義
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
商
品
の
購
入
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
 
 

（
2
2
）
 
 

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
保
有
者
に
対
す
る
金
銭
貸
付
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、
直
接
貸
付
説
を
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

（
2
3
）
 
 
 

こ
の
直
接
貸
付
説
が
、
最
終
段
階
の
考
え
方
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 



（
1
）
 
深
瀬
安
正
稿
「
信
販
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
に
お
け
る
会
計
処
理
基
準
の
標
準
化
を
め
ぎ
し
て
伺
」
経
理
情
 
 
 

報
三
六
六
号
三
七
貢
。
 
 

（
2
）
 
深
漸
安
正
 
前
掲
稿
三
八
貢
。
 
 

（
3
）
 
三
者
間
の
契
約
関
係
は
、
第
1
9
阻
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

（
4
）
 
深
瀬
安
正
 
前
掲
書
≡
七
貢
。
 
 

（
5
）
ノ
ウ
ボ
ル
ビ
ソ
グ
方
式
と
い
う
の
は
、
ク
レ
ゼ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
購
入
し
た
商
品
個
々
の
代
金
の
 

未
払
残
高
全
体
に
対
し
て
、
一
定
額
（
定
額
リ
ボ
ル
ビ
ソ
グ
方
式
）
や
一
定
の
割
合
の
額
（
定
率
リ
ボ
ル
 
 
 

ビ
ン
グ
方
式
）
を
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
時
期
ご
と
に
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
割
腰
 
 
 

販
売
は
、
品
物
を
割
賦
で
買
っ
て
い
く
場
合
で
も
、
一
つ
ず
つ
の
商
品
代
金
に
つ
い
て
賦
払
額
を
決
定
し
 
 

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
が
異
な
る
」
 
 

（
6
）
¶
深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
≡
八
頁
。
 
 

（
7
）
 
深
激
安
正
 
前
掲
稿
三
九
頁
。
 
 

（
8
）
 
深
液
安
正
 
前
掲
稿
三
九
頁
。
 
 

（
9
）
 
慄
瀬
安
正
 
前
掲
稿
四
〇
貢
。
 
 

（
1
0
）
 
植
木
菅
稿
「
消
費
者
信
用
取
引
を
め
ぐ
る
抗
弁
権
対
抗
の
理
論
」
金
融
法
務
事
情
一
〇
四
l
号
一
三
貢
。
 
 

（
1
1
）
 
植
木
曹
 
前
掲
稿
〓
二
貢
。
 
 

（
1
2
）
 
植
木
哲
 
前
掲
稿
一
三
貢
。
 
 

（
1
3
）
 
①
来
栖
≡
郎
著
「
契
約
法
」
一
七
五
貢
。
 
 

②
大
阪
市
市
場
局
＝
京
都
比
餃
法
セ
ン
タ
ー
「
消
費
者
相
談
基
準
集
」
六
六
貢
℃
 
 

③
北
川
善
太
郎
編
「
消
費
者
の
た
め
の
契
約
ガ
イ
ド
」
一
七
二
貢
。
 
 

（
空
）
 
植
木
替
 
前
掲
稿
〓
二
貢
。
 
 

（
ほ
）
 
島
川
勝
＝
金
子
武
嗣
稿
「
立
替
払
契
約
と
抗
弁
権
の
切
断
（
下
）
」
N
B
L
二
七
四
号
四
一
貫
。
 
 

（第19図）  

加盟店契約   



第
四
章
 
信
販
業
務
の
会
計
処
理
 
 

信
販
会
社
等
の
営
業
収
益
は
「
ど
の
よ
う
な
も
の
が
い
つ
発
生
し
」
、
そ
の
発
生
し
た
営
業
収
益
は
「
い
つ
実
現
す
る
か
」
。
そ
し
て
1
 
 

そ
の
よ
う
に
し
て
計
上
す
る
営
業
収
益
は
「
い
く
ら
な
の
か
」
、
ま
た
そ
れ
が
「
営
業
原
価
と
期
間
対
応
す
を
の
か
」
。
こ
れ
が
信
販
会
社
 
 

等
の
営
業
収
益
を
会
計
認
識
す
る
と
き
の
主
な
課
題
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
こ
の
葦
に
お
い
て
は
第
一
節
で
取
引
形
態
別
の
営
業
収
益
の
会
計
処
理
、
・
第
二
節
で
営
業
収
益
と
営
業
原
価
の
期
間
対
応
に
 
 

つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

第
〓
即
 
取
引
形
態
別
町
営
業
収
温
の
会
計
処
理
 
 
 

一
▲
割
賦
販
売
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 

二
八
二
 
 
 

′－ヽ  （  ′′■ヽ  （   （   （ ／‾ヽ ′■‾ヽ  

23 22 212019181716  ）   ）   ）  ＼＿ノ ＼＿′  ）   ）   ）  

植
木
菅
 
前
掲
稿
〓
二
貢
。
 

浜
上
則
堆
稿
「
い
わ
ゆ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
と
消
費
者
保
詮
山
」
 
 

太
田
幸
夫
稿
「
立
替
払
契
約
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
五
七
号
二
六
貢
。
 
 

植
木
哲
 
前
掲
稿
一
四
貢
。
 
 

沢
野
直
紀
稿
「
ク
心
ジ
ッ
†
・
カ
ー
ド
と
ア
メ
サ
カ
法
の
展
開
（
上
）
」
金
融
法
務
事
情
一
〇
一
四
号
四
四
～
四
五
頁
。
 
 

統
一
消
費
者
信
用
法
典
（
U
ロ
i
f
O
r
m
C
。
n
S
u
m
e
r
C
r
e
d
i
t
C
。
d
e
）
一
－
三
〇
一
義
弼
。
 
 

同
上
一
－
三
〇
一
条
。
 
 

沢
野
直
紀
 
前
掲
稿
四
五
頁
。
 
 



二
八
二
 
 
 

現
代
の
企
業
会
計
に
お
け
る
営
業
収
益
の
計
上
は
、
「
販
売
基
準
」
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
割
賦
販
売
取
引
の
場
合
に
は
、
こ
の
基
 
 

準
の
例
外
と
し
て
「
割
賦
基
準
」
に
よ
り
収
益
計
上
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

た
だ
、
割
賦
販
売
取
引
は
す
べ
て
「
割
賦
基
準
」
に
よ
っ
て
収
益
計
上
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
割
賦
販
売
取
引
で
あ
っ
て
も
、
 
 

原
則
は
「
販
売
基
準
」
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
「
販
売
基
準
」
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
」
経
済
社
会
の
発
展
と
無
線
で
は
な
い
。
例
え
ば
米
 
 

国
の
よ
う
に
信
用
経
済
の
発
展
し
た
経
済
社
会
で
は
、
割
賦
販
売
取
引
に
よ
っ
て
取
得
し
た
売
掛
債
権
を
、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
会
社
な
ど
 
 

の
専
門
業
者
に
割
引
売
却
す
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
の
で
、
通
常
の
販
売
取
引
と
同
様
に
「
販
売
基
準
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
 
 

国
に
お
い
て
も
、
消
費
者
信
用
の
急
速
な
発
展
等
に
よ
り
、
、
割
賦
販
売
取
引
に
お
け
る
「
販
売
基
準
」
の
採
用
を
意
義
あ
る
も
の
に
し
て
 
 
 

（
1
）
 
 

い
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
割
賦
販
売
取
引
を
行
う
販
売
業
者
等
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
業
者
か
ら
 
 

割
賦
販
売
取
引
を
引
き
継
ぐ
信
販
会
社
の
場
合
に
は
、
そ
の
事
実
関
係
が
根
本
か
ら
異
な
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
信
販
会
社
等
の
行
う
割
賦
販
売
取
引
の
特
徴
は
、
①
法
形
式
ほ
、
信
販
会
社
等
と
顧
客
と
の
間
に
・
お
け
る
割
賦
販
売
契
約
 
 

で
あ
る
。
②
し
か
し
、
顧
客
か
ら
の
割
賦
購
入
申
込
み
、
割
賦
販
売
契
約
締
結
（
こ
の
場
合
、
加
盟
店
が
信
販
会
社
等
を
代
行
し
て
、
顧
 
 

客
と
契
約
を
締
結
す
る
。
）
、
さ
ら
に
商
品
の
納
入
ま
で
の
す
べ
て
が
、
加
盟
店
と
顧
客
と
の
間
で
行
わ
れ
る
、
③
信
販
会
社
等
が
堅
冗
し
 
 

た
商
品
は
、
販
売
と
同
時
に
該
当
商
品
個
々
を
加
盟
店
か
ら
、
一
定
価
格
で
仕
入
れ
る
方
式
を
採
っ
て
い
る
の
で
、
商
品
を
取
扱
う
と
し
 
 

て
も
、
そ
れ
は
契
約
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
信
販
会
社
等
は
実
体
と
し
て
の
商
品
在
庫
を
持
つ
こ
と
は
な
い
、
④
取
扱
商
品
の
ク
レ
ジ
ッ
 
 

ト
販
売
価
格
は
、
現
金
販
売
価
格
マ
イ
ナ
ス
頭
金
、
す
な
わ
ち
元
金
部
分
に
、
分
割
払
手
数
料
（
利
息
部
分
）
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
、
 
 
 



（
2
）
 
 

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
 
 
 

結
局
の
と
こ
ろ
、
信
販
会
社
等
の
行
う
割
賦
販
売
取
引
と
い
っ
て
も
、
信
販
会
社
等
は
商
品
等
の
取
引
対
象
物
を
直
接
取
り
扱
う
こ
と
 
 

ほ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
顧
客
に
商
品
代
金
（
元
金
部
分
）
を
融
資
し
、
そ
の
融
資
に
か
か
る
利
息
相
当
額
を
徴
求
す
る
取
引
と
い
う
こ
と
 
 

が
で
き
る
。
 
 

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
信
販
会
社
等
の
行
う
割
賦
販
売
取
引
に
お
け
る
営
業
収
益
（
顧
客
手
数
料
収
益
）
を
販
売
基
準
に
よ
り
計
 
 

上
す
る
こ
と
は
、
未
実
現
利
益
を
計
上
ゆ
る
こ
と
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
、
信
販
会
社
等
に
お
い
て
は
顧
客
に
対
す
る
売
掛
債
権
の
計
上
 
 

額
は
販
売
業
者
が
自
ら
割
賦
販
売
す
る
場
合
と
同
一
額
と
な
り
、
売
掛
債
権
の
回
収
に
伴
う
危
険
負
担
も
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ほ
と
 
 

ん
ど
が
割
賦
基
準
を
適
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

二
 
割
賦
債
権
買
取
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 
 

割
賦
債
権
買
取
取
引
に
お
け
る
営
業
収
益
の
会
計
処
理
の
仕
方
に
は
、
、
絵
額
主
義
に
よ
る
も
の
と
、
純
額
主
義
に
よ
る
も
の
と
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

割
賦
債
権
買
取
取
引
に
お
い
て
は
、
一
般
に
は
」
大
部
分
が
純
額
主
義
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

総
額
主
義
に
よ
る
会
計
処
理
ほ
、
取
引
利
益
の
算
定
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
算
定
の
過
程
も
仕
訳
の
上
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
 
 

考
え
方
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
総
額
主
義
に
よ
る
会
計
処
理
は
、
取
引
利
益
の
算
定
結
果
で
あ
る
受
入
手
数
料
の
み
を
仕
訳
す
る
も
の
で
、
割
賦
債
 
 

権
買
取
取
引
を
金
融
取
引
に
瑛
似
す
る
も
の
と
見
る
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
割
賦
債
権
買
取
取
引
は
、
割
賦
債
権
を
割
引
買
取
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
金
融
取
引
た
る
手
形
割
引
と
似
て
い
る
と
 
 

二
八
三
 
 
 



二
八
四
 
 

（
3
）
 
 

い
う
と
こ
ろ
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

金
融
取
引
と
言
わ
れ
る
鬼
の
に
は
、
金
融
機
関
が
行
う
個
人
向
け
住
宅
融
資
取
引
が
あ
る
が
、
こ
の
取
引
の
特
徴
は
、
貸
付
元
本
に
対
 
 

し
て
そ
の
回
収
を
保
証
す
る
の
忙
十
分
な
担
保
を
、
金
融
機
関
が
値
入
者
か
ら
取
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貸
付
金
元
本
 
 

そ
の
も
の
の
回
収
に
伴
う
危
険
負
担
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
取
引
の
営
業
損
益
を
会
計
処
理
す
る
と
き
は
、
そ
の
貸
付
金
元
本
で
は
な
く
、
そ
の
取
引
か
ら
得
ら
れ
る
果
実
で
あ
る
金
 
 

利
収
益
の
み
に
注
目
し
て
、
そ
れ
を
営
業
収
益
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

割
賦
債
権
買
取
取
引
の
場
合
に
は
、
信
販
会
社
等
が
与
信
し
た
取
引
額
は
、
そ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
係
る
顧
客
個
人
の
信
用
を
担
保
 
 

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
回
収
で
き
る
と
い
う
物
的
保
証
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
回
収
に
伴
う
危
険
負
担
を
負
う
こ
と
 
 

（
4
）
 
 

が
、
信
販
会
社
等
の
業
務
の
特
徴
と
も
言
え
る
。
 
 
 

ま
た
、
信
販
会
社
等
の
営
業
形
態
ほ
割
賦
販
売
取
引
が
基
本
形
態
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
信
販
会
社
等
は
誕
生
し
、
発
展
し
て
 
 

き
た
も
の
と
も
い
え
、
そ
の
意
味
で
こ
の
取
引
に
お
け
る
顧
客
手
数
料
も
、
割
賦
販
売
取
引
の
場
合
の
顧
客
手
数
料
と
同
じ
く
割
賦
基
準
 
 

を
適
用
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
あ
る
。
 

三
 
立
替
払
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 
 

こ
の
取
引
の
特
徴
は
、
営
業
収
益
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す
る
顧
客
か
ら
受
け
入
れ
る
顧
客
手
数
料
の
ほ
か
に
、
信
販
会
社
等
が
提
携
 
 

す
る
販
売
業
老
か
ら
受
け
入
れ
る
加
盟
店
手
数
料
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
 
 
 

後
者
の
信
販
会
社
等
が
販
売
業
着
か
ら
得
る
加
盟
店
手
数
料
と
い
う
の
は
、
会
計
的
に
見
て
非
常
に
複
雑
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
 
 

信
販
会
社
等
は
、
割
賦
販
売
取
引
を
現
金
販
売
取
引
と
割
賦
回
収
取
引
と
に
二
分
す
る
と
、
後
の
回
収
取
引
を
業
と
し
て
生
計
を
立
て
 
 
 



て
い
る
と
い
う
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
が
、
同
じ
回
収
取
引
を
業
と
す
る
信
販
会
社
等
で
も
、
販
売
業
者
か
 
 

（
5
）
 
 

ら
得
る
手
数
料
に
対
す
る
考
え
方
が
違
っ
て
く
 

た
と
え
ば
、
耐
久
消
費
財
等
の
メ
ー
カ
1
が
自
社
製
晶
の
販
売
促
進
を
図
る
た
め
設
立
し
た
メ
ー
カ
ー
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
場
合
に
 
 

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
属
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
に
、
製
造
販
売
又
は
販
売
を
専
業
と
す
る
会
社
が
必
ず
存
在
す
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
 
 

は
、
そ
の
よ
う
な
企
業
グ
ル
ー
プ
が
行
う
割
賦
販
売
取
引
の
回
収
面
に
従
事
す
る
会
社
と
し
機
能
す
る
。
そ
の
会
社
設
立
に
当
た
っ
て
の
 
 

趣
旨
は
、
割
賦
傲
売
取
引
に
占
め
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
務
的
側
面
を
と
り
出
し
、
そ
れ
を
分
化
し
て
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
図
る
と
い
う
目
 
 

的
に
あ
り
、
設
立
ぎ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
は
そ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
の
中
に
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
ク
レ
ジ
 
 

（
6
）
 
 

ッ
ト
会
社
で
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
販
売
会
社
か
ら
手
数
料
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
な
い
 

し
か
し
、
メ
ー
カ
1
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
、
自
分
の
属
す
る
企
業
グ
ル
」
プ
以
外
の
製
品
又
は
商
品
の
取
引
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
 
 

っ
た
と
き
は
ど
う
で
あ
る
か
を
見
る
と
、
こ
の
場
合
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
販
売
業
者
か
ら
手
数
料
を
受
け
入
れ
る
と
き
と
、
手
数
 
 

料
を
受
け
入
れ
な
い
と
き
上
に
分
か
れ
る
け
れ
ど
も
、
．
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
割
賦
販
売
取
引
を
自
分
で
行
い
た
く
て
も
で
き
な
い
よ
う
な
 
 

（
7
）
 
 

販
売
業
老
と
取
引
す
る
と
き
に
は
、
お
お
む
ね
手
数
料
を
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
現
金
販
売
取
引
だ
け
で
な
く
割
賦
販
売
取
引
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
、
販
売
業
者
に
と
っ
て
販
売
促
進
的
意
味
を
持
っ
 
 

て
い
る
。
す
な
わ
ち
自
ら
割
賦
販
売
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
販
売
業
老
が
信
販
会
社
等
と
捷
携
し
て
、
割
賦
販
売
を
行
う
こ
と
が
で
き
 
 

る
と
い
う
こ
と
自
体
が
販
売
業
務
に
と
っ
て
売
上
を
伸
ば
す
と
い
う
経
済
的
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
販
売
業
老
が
信
販
会
 
 

（
8
）
 
 

社
等
に
手
数
料
を
支
払
う
基
盤
が
生
ず
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

そ
の
よ
う
な
手
数
料
を
受
け
取
る
信
販
会
社
等
で
ほ
、
そ
の
手
数
料
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
二
通
り
の
考
え
方
が
あ
り
、
手
数
料
の
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二
八
六
 
 

計
上
方
法
が
不
統
一
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

一
つ
▼
は
、
信
販
会
社
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
販
売
業
者
が
割
賦
販
売
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
点
 
 

に
着
日
し
、
販
売
業
老
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
利
用
代
金
と
し
て
手
数
料
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
 
 

（
9
）
 
 

方
に
よ
る
と
、
加
盟
店
手
数
料
も
顧
客
手
数
料
と
同
様
に
、
割
賦
期
間
に
繰
り
延
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

も
う
ー
一
つ
の
考
え
方
は
、
販
売
会
社
等
を
通
し
て
割
賦
販
売
取
引
を
行
い
経
済
的
効
果
、
つ
ま
り
販
売
促
進
が
は
か
ら
れ
る
と
い
う
点
 
 

に
着
目
し
、
販
売
業
着
か
ら
信
販
会
社
等
に
支
払
わ
れ
る
手
数
料
は
、
堅
冗
促
進
に
見
合
う
販
売
業
老
の
販
売
利
益
の
一
部
な
い
し
ほ
販
 
 

売
促
進
費
相
当
を
信
販
会
社
等
に
引
き
渡
し
た
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
で
は
割
賦
金
の
回
収
と
ほ
関
係
の
な
い
、
商
 
 

品
の
選
冗
取
引
に
伴
う
販
売
利
益
の
一
部
な
い
し
販
売
促
進
費
相
当
の
受
入
れ
と
考
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
そ
の
せ
ま
計
上
時
に
 
 

（
1
0
）
 
お
い
て
手
数
料
収
益
と
な
り
、
割
賦
期
間
尤
わ
た
っ
て
繰
延
処
理
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
 
 
 

ま
た
顧
客
か
ら
受
け
入
れ
る
顧
客
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
割
賦
債
権
買
取
取
引
に
お
け
る
営
業
収
益
の
会
計
処
理
の
考
え
が
、
こ
の
立
 
 

替
払
取
引
に
お
け
る
営
業
収
益
の
会
計
処
理
の
仕
方
に
も
取
ら
れ
て
い
る
。
 
 

四
 
貸
付
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 
 

貸
付
取
引
に
は
、
顧
客
に
直
接
融
資
す
る
も
の
と
、
商
品
な
ど
の
売
買
取
引
と
関
係
さ
せ
て
間
接
的
に
融
資
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
 
 

で
検
討
す
る
の
は
後
者
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
取
引
の
典
型
例
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
リ
ボ
ル
ビ
ソ
グ
ク
レ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
貸
付
取
引
で
あ
る
が
、
こ
 
 

の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
営
業
収
益
の
繰
延
計
算
を
残
債
法
の
一
種
た
る
利
回
法
を
実
務
的
に
採
用
し
て
い
る
。
 
 
 

っ
ま
り
、
信
販
会
社
等
の
行
う
貸
付
取
引
も
金
融
機
関
な
ど
の
行
う
貸
付
取
引
と
同
様
に
考
え
貸
付
期
間
の
経
過
と
と
も
に
収
益
計
上
 
 
 



さ
せ
る
考
え
方
で
あ
る
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
貸
付
取
引
と
ほ
、
貸
付
先
で
あ
る
顧
客
に
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
 
 

こ
の
場
合
資
金
を
顧
客
に
直
接
貸
し
付
け
る
代
わ
り
に
、
販
売
業
者
に
そ
の
資
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
顧
客
の
商
品
代
金
を
決
済
す
 
 

る
わ
け
で
、
そ
の
際
、
資
金
の
支
払
が
行
わ
れ
な
く
て
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
成
立
と
同
時
に
顧
客
の
商
品
代
金
決
済
の
た
め
の
債
務
 
 

叫
珊
九
 
 

計
上
処
理
を
行
う
こ
と
に
こ
の
貸
付
取
引
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
周
 
 
 

信
販
会
社
等
の
行
う
貸
付
取
引
を
、
金
融
業
に
お
け
る
営
業
形
態
と
し
て
み
る
の
な
ら
、
残
存
元
本
に
対
す
る
金
利
計
算
を
基
準
と
す
 
 

る
よ
う
な
考
え
方
で
あ
る
残
債
方
式
が
妥
当
で
あ
る
ひ
 
 

五
 
擁
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
と
P
－
ソ
保
証
取
引
に
お
け
る
会
計
処
理
 
 
 

捷
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
及
び
ロ
ー
ン
保
証
取
引
と
い
う
金
融
機
関
が
介
在
す
る
営
業
取
引
形
態
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
金
融
機
関
 
 

が
介
在
し
な
い
割
賦
販
売
取
引
な
ど
の
営
業
取
引
形
態
と
比
べ
て
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
割
賦
販
売
な
ど
の
金
融
機
関
が
介
在
し
な
い
営
業
取
引
形
態
で
は
、
信
販
会
社
等
に
売
掛
債
権
残
高
が
存
在
す
る
が
、
墟
 
 

携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
な
ど
の
保
証
取
引
で
は
、
信
販
会
社
等
の
売
掛
債
権
が
金
融
機
関
か
ら
顧
客
へ
の
融
資
金
を
も
っ
て
回
収
決
済
さ
れ
 
 

て
し
ま
う
の
で
、
売
掛
債
権
残
高
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
売
掛
債
権
の
回
収
を
業
と
し
て
い
る
信
販
会
社
等
に
お
い
て
、
 
 

そ
の
肝
心
な
売
掛
債
権
が
回
収
済
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
保
証
取
引
の
特
徴
で
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
捷
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
の
会
計
処
理
で
あ
る
が
、
商
品
な
ど
の
売
却
代
金
は
、
顧
客
の
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
に
よ
っ
て
全
額
 
 

決
済
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
取
引
は
信
販
会
社
等
に
と
っ
て
分
割
払
取
引
で
は
な
く
、
普
通
の
販
売
取
引
と
な
る
。
保
証
債
務
が
残
る
が
、
 
 

偶
発
債
務
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
保
証
債
務
ほ
、
顧
客
が
金
融
機
関
へ
借
入
金
を
返
済
す
る
の
に
応
じ
減
少
し
て
い
く
。
 
 
 

次
に
、
P
、
－
ソ
保
証
取
引
で
あ
る
が
、
撞
携
ロ
1
1
ソ
販
売
取
引
と
比
べ
た
場
合
の
違
い
は
、
信
販
会
社
等
が
商
品
な
ど
の
売
買
行
為
に
 
 

二
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二
八
八
 
 

お
け
る
取
引
当
事
者
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
提
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
と
同
様
に
、
∧
偶
発
債
務
と
し
て
顧
客
の
銀
行
 
 

借
入
に
対
す
る
保
証
債
務
が
存
在
す
る
。
 
 
 

こ
の
ロ
ー
ン
保
証
取
引
は
、
ち
ょ
う
ど
割
賦
販
売
に
対
す
る
割
賦
債
権
買
取
と
同
じ
関
係
に
お
い
て
、
碇
携
ロ
ー
ソ
販
売
取
引
と
対
比
 
 

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

提
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
及
び
ロ
ー
ソ
保
証
取
引
に
お
け
る
営
業
収
益
（
保
証
料
収
益
）
の
計
上
に
は
、
取
引
に
お
け
る
法
形
式
を
尊
重
 
 

（
1
2
）
 
 

し
て
、
契
約
時
に
全
額
収
益
計
上
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
捷
携
ロ
ー
ン
販
売
に
つ
い
て
言
え
ば
、
契
約
に
基
づ
く
顧
 
 

客
と
の
商
品
売
買
行
為
を
基
礎
と
し
、
信
販
会
社
等
は
販
売
業
着
か
ら
商
品
を
仕
入
れ
て
顧
客
に
売
却
し
、
そ
の
売
却
代
金
を
銀
行
か
ら
 
 

の
入
金
に
よ
っ
て
回
収
す
る
と
い
う
簡
明
な
取
引
と
し
て
と
ら
え
、
顧
客
へ
の
売
上
高
と
販
売
業
着
か
ら
の
仕
入
高
の
差
額
に
相
当
す
る
 
 

利
益
は
商
品
の
販
売
利
益
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
境
携
ロ
ー
ソ
販
売
の
法
的
側
面
で
な
く
そ
の
物
的
側
面
を
重
視
す
る
と
、
商
品
販
売
行
為
の
直
接
の
当
事
者
は
販
売
業
者
ビ
 
 

顧
客
で
あ
る
と
い
え
、
販
売
業
著
は
顧
客
に
商
品
を
売
る
た
め
の
手
段
と
し
て
信
販
会
社
等
の
操
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
と
い
う
営
業
取
引
 
 

形
態
を
利
用
し
、
顧
客
も
ま
た
、
自
己
の
経
済
力
に
合
わ
せ
た
購
買
手
段
と
し
て
そ
の
営
業
取
引
形
態
を
利
用
し
て
い
る
と
も
い
え
 
 

（
1
3
）
 
 

る
。
 
 
 

販
売
業
者
が
信
販
会
社
等
を
介
し
て
商
品
の
販
売
を
行
う
の
は
、
信
販
会
社
等
が
そ
の
商
品
の
販
売
力
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
 
 

く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
係
る
業
務
、
つ
ま
り
契
約
前
及
び
契
約
後
に
お
け
る
信
用
調
査
、
契
約
期
間
に
お
け
る
債
権
管
理
な
ど
の
業
務
 
 

を
有
効
か
つ
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
信
販
会
社
等
の
業
務
の
本
質
に
着
目
す
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
捷
携
ロ
ー
ン
販
売
取
引
は
、
契
約
の
締
結
と
融
資
の
締
結
の
実
行
に
よ
っ
て
取
引
が
完
結
し
、
収
益
が
確
定
す
る
も
の
で
 
 
 



は
な
く
、
金
機
融
関
を
含
め
た
す
ベ
セ
の
取
引
領
域
に
お
い
て
、
当
該
取
引
が
完
結
す
る
ま
で
、
つ
ま
り
顧
客
が
借
入
金
を
す
べ
て
返
済
 
 

（
1
4
）
 
 

し
た
と
き
ま
で
取
引
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
 
 

第
二
節
 
営
業
収
益
と
営
業
原
価
の
期
間
対
応
 
 

営
業
原
価
の
構
成
内
容
を
、
受
注
・
調
査
・
契
約
・
回
収
と
い
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
務
の
流
れ
か
ら
と
ら
え
直
し
て
み
る
と
、
営
業
原
価
 
 

の
発
生
の
経
緯
は
一
様
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

営
業
原
価
は
、
信
販
会
社
等
が
契
約
を
獲
得
す
る
た
め
の
受
注
営
業
費
用
と
、
与
信
及
び
回
収
に
関
係
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
 
 

運
営
す
る
た
め
の
費
用
等
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
 
 
（
1
5
）
 
 

一
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
当
初
に
発
生
す
る
営
業
費
用
 
 
 

①
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
受
注
す
る
た
め
の
営
業
費
用
。
例
え
ば
、
新
規
取
引
を
行
う
販
売
店
の
開
拓
、
既
存
の
取
引
販
売
店
へ
の
営
 
 

業
推
進
の
た
め
の
要
す
る
費
用
。
 
 
 

②
 
受
注
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
係
わ
る
与
信
業
務
費
用
。
例
え
ば
、
外
部
の
調
査
機
関
に
支
払
い
、
あ
る
い
は
会
社
内
部
で
発
生
 
 
 

す
る
信
用
調
査
及
び
信
用
供
与
に
関
係
す
る
費
用
な
ど
の
は
か
保
険
料
、
支
払
手
数
料
、
印
紙
税
な
ど
の
諸
費
用
が
含
ま
れ
る
。
 
 
 

③
 
貸
倒
償
却
の
見
積
費
用
。
 

（
1
6
）
 
 

二
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
開
始
後
の
割
賦
金
回
収
に
関
連
す
る
コ
ス
ト
 
 
 

①
 
割
賦
金
回
収
に
際
し
て
直
接
発
生
す
る
費
用
。
例
え
ば
、
預
金
口
座
自
動
振
替
手
数
料
、
集
金
費
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
 
 
 

②
 
売
掛
債
権
の
管
理
に
係
わ
る
一
般
的
な
諸
費
用
。
例
え
ば
、
通
常
の
取
引
の
中
で
偶
発
的
に
生
ず
る
停
滞
ま
た
は
不
良
売
掛
債
権
 
 

二
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の
回
収
偲
進
な
ど
の
管
理
費
用
が
含
ま
れ
る
。
 
 

（
1
7
）
 
 

三
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
資
金
コ
ス
ト
 
 

営
業
原
価
の
う
ち
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
割
賦
金
の
回
収
と
関
係
な
く
契
約
当
初
に
発
生
し
、
ま
た
資
金
コ
ス
ト
は
、
割
賦
金
の
回
 
 

収
が
進
む
に
つ
れ
て
逓
減
し
て
い
く
。
 
 
 

そ
の
た
め
に
、
従
来
の
割
賦
金
回
収
額
を
ベ
ー
ス
に
し
た
営
業
損
益
計
算
で
克
く
、
営
業
原
価
サ
イ
ド
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
の
営
業
 
 

損
益
計
算
を
と
り
あ
げ
る
考
え
方
が
出
て
く
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
原
価
ベ
ー
ス
で
の
収
益
計
上
基
準
と
し
て
の
配
分
基
準
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る
営
業
収
益
は
、
信
販
会
社
等
で
発
生
す
る
原
価
を
補
填
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
ご
 
 

と
の
収
益
総
額
は
発
生
原
価
を
意
識
し
て
決
め
ら
れ
る
。
 
 

（
1
）
 
深
瀬
更
正
稿
「
信
販
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
に
お
け
る
会
計
処
理
基
準
の
凛
準
化
を
め
ざ
し
て
㈹
」
経
理
情
報
三
七
〇
号
二
六
⊥
一
七
貢
。
 
 

（
2
）
 
日
立
ク
レ
ジ
ッ
ト
㈱
有
価
証
券
報
告
書
参
照
。
 
 

（
3
）
 
深
瀬
安
正
 
前
掲
稿
㈹
経
理
情
報
三
七
一
号
三
三
貢
。
 
 

（
4
）
 
深
蘭
安
正
 
前
掲
稿
三
≡
貢
。
 
 

（
5
）
 
探
瀬
安
正
 
 

（
6
）
 
深
激
安
正
 
 

（
7
）
 
傑
瀬
安
正
 
 

へ
8
）
 
深
淵
安
正
 
 

（
9
）
 
深
瀬
安
正
 
 

前
掲
稿
㈲
 
経
理
情
報
三
六
九
号
三
七
貢
。
 
 

前
掲
稿
三
八
貢
。
 
 

前
掲
稿
三
八
東
。
 
 

前
掲
嵐
三
八
東
。
 
 

前
掲
稿
三
八
～
≡
九
頁
。
 
 
 



第
玉
章
 
信
販
業
に
お
け
る
税
務
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
検
討
 
 

こ
の
章
で
は
、
第
一
節
に
お
い
て
、
収
益
認
識
基
準
に
つ
い
て
予
備
的
に
考
察
し
た
上
で
、
第
二
節
で
課
税
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
 
 

検
討
せ
行
う
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

な
お
、
第
一
節
の
収
益
認
識
基
準
は
、
ま
ず
一
般
的
な
収
益
認
識
基
準
に
つ
い
て
述
べ
、
つ
い
で
法
人
税
法
で
も
特
例
と
し
て
規
定
し
 
 

て
い
る
割
賦
基
準
に
つ
い
て
、
同
基
準
が
認
め
ら
れ
て
い
る
趣
盲
及
び
同
基
準
の
内
容
等
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
 
 

第
〓
即
 
収
益
認
識
基
準
 
 

法
人
税
に
お
け
る
課
税
標
準
の
基
本
的
な
も
の
は
、
継
続
企
業
を
前
授
と
し
た
「
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
 
 

当
該
事
業
年
度
の
「
益
金
の
額
」
か
ら
同
年
度
の
「
損
金
の
額
」
を
控
除
し
て
算
出
さ
れ
る
（
法
第
二
二
条
一
項
）
。
そ
し
て
、
こ
の
「
益
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′′ヽ  （  ′‾ヽ ′【＼ （  ′‾■ヽ  （  ′・－ヽ  

1716151413121110   
）  ）  ）  ）  ）  ）  ）  ）  

前
掲
稿
三
九
貢
。
 
 

前
掲
稿
鋤
 
経
巻
情
報
≡
七
言
享
西
周
。
 
 

前
掲
稿
鋤
 
経
理
情
報
≡
七
二
号
四
二
貢
。
 
 

前
掲
稿
四
二
貢
。
 
 

前
掲
稿
四
l
一
～
四
三
文
。
 
 

前
掲
稿
頼
 
経
理
情
報
三
七
七
号
ニ
ニ
ハ
貢
参
照
。
 
 

前
掲
稿
三
七
貢
参
照
。
 
 

前
掲
稿
三
八
貢
参
照
。
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金
の
額
」
と
は
、
資
産
の
販
売
等
に
基
づ
い
て
生
じ
る
「
収
益
額
」
で
あ
る
（
法
第
二
二
条
二
項
）
。
 

こ
の
よ
う
な
課
税
所
得
の
計
算
構
造
か
ら
い
っ
て
」
収
益
（
益
金
）
を
い
ら
の
事
業
年
度
に
帰
属
さ
せ
る
か
は
、
課
税
所
得
計
算
の
出
 
 

発
点
と
も
な
る
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
重
等
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
人
税
は
収
益
認
識
基
準
に
つ
い
て
、
特
例
に
つ
い
 
 

て
の
み
規
定
し
て
い
る
（
法
第
六
二
条
な
い
し
法
第
六
四
条
）
だ
け
で
あ
っ
て
、
原
則
的
規
定
を
設
け
ず
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
 
 

れ
る
会
計
処
理
の
基
準
」
忙
従
う
べ
き
旨
を
定
め
て
い
藩
に
す
ぎ
な
い
（
法
第
二
二
条
四
項
）
。
こ
れ
は
∵
法
人
税
法
が
収
益
の
認
識
に
 
 

っ
き
、
そ
の
相
当
部
分
を
企
業
の
健
全
な
会
計
慣
行
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
せ
で
あ
る
。
 

一
一
般
的
な
収
益
忍
識
基
準
 
 
 

企
業
会
計
上
の
収
益
認
識
の
基
準
と
し
て
は
、
大
別
t
て
、
実
現
主
義
、
現
金
主
義
及
び
発
生
主
義
が
あ
る
。
現
代
企
業
会
計
に
お
い
 
 

て
は
、
収
益
は
原
則
と
し
て
発
生
主
義
を
限
定
し
た
と
こ
ろ
の
実
現
主
義
に
よ
っ
て
認
識
計
算
さ
れ
、
費
用
は
原
則
と
し
て
発
生
主
義
に
 
 

よ
っ
て
認
識
計
上
さ
れ
る
。
 

①
 
実
現
主
義
 
 
 

こ
れ
は
、
財
貨
ま
た
は
役
務
を
販
売
し
た
と
き
に
収
益
を
認
識
す
る
基
準
で
あ
る
。
収
益
は
販
売
の
と
き
に
急
に
発
生
す
る
の
で
は
な
 
 

く
、
販
売
に
い
た
る
ま
で
に
徐
々
に
稼
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
販
売
す
る
前
の
段
階
で
は
収
益
が
客
観
的
に
検
認
可
能
な
金
額
と
し
て
 
 

把
撞
で
き
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
の
で
、
販
売
さ
れ
る
ま
で
は
、
収
益
を
認
識
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
計
算
の
確
実
性
を
重
視
す
 
 

（
1
）
 
 

る
企
業
会
計
で
は
、
こ
の
実
現
主
義
が
収
益
認
識
の
一
般
的
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

「
税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
」
（
昭
和
二
十
七
年
六
月
）
は
、
「
『
実
現
』
に
関
す
る
会
計
上
の
証
拠
は
、
原
 
 

（
2
）
 
 

則
と
し
て
、
企
業
の
生
産
す
る
財
貨
ま
た
は
役
務
が
外
部
に
販
売
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
企
業
会
計
原
 
 
 



則
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
、
「
商
品
等
の
販
売
又
は
役
務
の
給
付
に
ょ
っ
て
実
現
」
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
堅
冗
に
つ
い
て
、
上
記
意
 
 

見
書
は
「
通
常
の
会
計
手
続
の
見
地
か
ら
は
、
発
送
の
と
き
を
も
っ
て
堅
冗
を
記
録
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
実
務
で
あ
る
。
」
と
い
う
ペ
イ
 
 

（
3
）
 
ト
ソ
著
『
ア
ド
ヴ
ァ
ソ
ス
ド
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
発
送
と
は
、
売
手
側
か
ら
の
引
渡
し
 
 

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
実
現
主
義
＝
販
売
基
準
Ⅷ
引
渡
基
準
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

②
 
現
金
主
義
 
 
 

こ
れ
は
、
収
益
費
用
の
帰
属
に
関
す
る
最
も
単
純
な
基
準
で
、
実
際
に
現
金
の
収
入
が
あ
っ
た
と
き
に
収
益
に
計
上
す
る
方
法
で
あ
 
 

る
。
現
金
主
義
は
、
適
用
が
簡
単
で
あ
り
客
観
性
、
ノ
確
実
性
に
富
ん
で
い
る
が
、
信
用
取
引
を
行
い
多
数
の
債
権
債
務
が
併
存
し
、
相
当
 
 

（
4
）
 
 

量
の
棚
卸
資
産
及
び
固
定
資
産
を
保
有
す
る
現
代
企
業
に
お
い
て
は
、
収
益
費
用
の
認
識
基
準
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

現
金
主
義
は
企
業
会
計
上
原
則
的
基
準
と
は
成
り
得
ず
、
法
人
税
上
も
原
則
的
基
準
と
は
成
り
得
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
例
外
的
に
こ
の
現
金
基
準
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
割
賦
販
売
の
場
合
で
あ
る
。
割
賦
販
売
の
場
合
も
商
品
等
 
 

の
引
渡
し
た
と
き
に
収
益
を
認
識
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
割
賦
金
の
回
収
期
限
の
到
来
の
月
又
は
割
賦
金
の
入
金
の
日
を
も
っ
て
販
 
 

売
収
益
を
部
分
的
に
計
上
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 

③
 
発
生
主
義
 
 

（
5
）
 
 
 

こ
れ
は
、
現
金
の
受
払
い
並
び
に
財
貨
又
は
役
務
の
受
渡
し
に
伴
い
権
潮
義
務
の
発
生
と
は
関
係
な
く
、
収
益
費
用
を
発
生
し
た
と
き
 
 

（
6
）
 
 

に
計
上
し
、
期
間
損
益
を
把
え
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
 
 
 

収
益
は
、
堅
冗
の
時
点
に
お
い
て
一
時
に
稼
得
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
生
産
活
動
、
販
売
活
動
と
い
う
収
益
獲
得
活
動
の
進
行
と
と
も
 
 

（
7
）
 
に
、
徐
々
に
発
生
し
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
企
業
活
動
に
伴
っ
て
徐
々
に
発
生
し
て
い
る
収
益
と
い
う
も
の
は
抽
象
 
 

l
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（
8
）
 
 

的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
多
く
の
場
合
、
発
生
し
た
収
益
を
客
観
的
に
検
証
可
能
な
金
額
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
 
 

っ
て
、
発
生
主
義
に
よ
っ
て
計
上
さ
れ
る
収
益
は
不
確
実
、
不
安
定
な
庵
の
と
い
う
て
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
現
代
企
業
会
計
に
お
い
て
 
 

は
、
発
生
主
義
も
原
則
と
し
て
適
用
さ
れ
な
い
。
 
 
 

収
益
の
認
識
基
準
せ
し
て
発
生
主
義
が
適
用
さ
れ
る
の
ほ
、
①
実
現
主
義
で
は
、
収
益
が
正
し
く
蓑
現
づ
れ
な
い
場
合
、
②
も
と
も
と
 
 

（
9
）
 
 

実
現
主
義
が
な
じ
ま
な
い
も
の
の
場
合
で
あ
る
。
前
者
の
例
は
、
長
期
の
請
負
工
事
に
係
る
工
事
進
行
基
準
、
農
産
物
等
に
つ
い
て
の
収
 
 

贋
基
準
、
（
生
虐
基
準
）
で
あ
る
。
後
者
ほ
、
受
取
利
息
、
地
代
、
使
用
料
な
ど
の
よ
う
な
継
続
し
て
役
務
の
溝
供
を
行
う
場
合
、
時
の
経
 
 

過
に
伴
つ
て
発
生
す
る
収
溢
で
あ
る
。
「
時
の
経
過
」
が
測
雇
尺
度
と
な
り
、
時
間
基
準
と
も
呼
ば
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
企
業
会
計
で
は
、
収
益
の
認
識
に
係
る
原
則
的
基
準
を
実
現
主
義
と
し
な
が
ら
も
、
他
の
方
法
に
よ
り
収
益
を
計
上
す
る
 
 

こ
と
も
認
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

な
お
問
題
と
な
る
の
は
、
実
現
主
義
と
異
な
る
他
の
収
益
認
識
基
準
が
法
人
税
法
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
か
で
 
 

あ
る
。
す
な
わ
ち
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
」
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
期
間
損
益
計
算
を
適
正
な
ら
し
め
る
埴
保
と
な
る
費
用
収
益
の
対
応
、
実
務
上
の
要
請
、
そ
の
他
各
種
事
情
を
 
 

給
合
勘
案
し
て
、
合
理
性
が
あ
る
か
ど
う
か
判
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

そ
こ
で
、
法
人
税
法
上
の
収
益
認
識
基
準
と
し
て
の
妥
当
性
の
重
要
な
判
断
要
素
で
あ
る
「
費
用
収
益
の
対
応
（
原
則
）
」
に
つ
い
て
 
 

考
察
す
る
。
 
 
 

費
用
収
益
対
応
の
原
則
と
は
、
期
間
損
益
が
相
互
に
対
応
す
る
費
用
と
収
益
と
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
原
則
で
 
 

（
1
0
）
 
あ
り
、
、
財
務
会
計
に
お
い
て
は
、
期
間
損
益
を
計
算
す
る
場
合
の
基
本
的
な
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 



ば
な
ら
な
い
。
二
 
 
 

税
務
に
お
い
て
も
、
課
税
所
得
が
合
理
的
な
期
間
損
益
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
は
（
費
用
収
益
の
対
応
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
 
 

た
だ
、
通
常
の
場
合
、
費
用
収
益
対
応
の
原
則
で
対
応
に
際
し
て
基
準
に
な
る
の
は
収
益
で
あ
つ
て
費
用
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
 

ま
ず
期
間
収
益
を
確
定
t
「
次
に
認
識
さ
れ
た
費
用
の
中
か
ら
、
収
益
を
獲
得
す
る
の
に
要
し
た
も
の
を
選
び
出
し
て
」
そ
れ
を
収
益
に
 
 

対
応
す
る
費
用
と
し
て
収
益
か
ら
差
し
引
い
て
期
間
損
益
を
計
算
す
る
方
法
が
と
ら
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
費
用
収
益
の
対
応
を
貫
き
、
も
っ
て
課
税
所
得
の
正
確
な
期
間
損
益
計
算
を
行
う
と
い
ぅ
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
勃
 
 

】
矧
【
 
 

促
す
る
こ
ょ
な
く
ハ
費
用
の
確
定
を
契
機
と
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
収
益
を
計
上
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
は
ぅ
。
 
 

二
 
割
賦
基
準
 
 
 

山
 
割
賦
販
売
の
定
義
 
 
 

具
体
的
な
定
義
が
見
ら
れ
る
の
は
割
賦
販
売
法
と
税
法
で
あ
り
、
「
企
業
会
計
原
則
」
は
こ
れ
を
一
般
的
な
実
務
慣
行
に
委
ね
て
い
 
 

る
。
 
 
 

割
賦
販
売
法
に
お
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
で
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
割
賦
販
売
」
と
は
、
「
購
入
者
か
ら
代
金
を
二
カ
月
以
上
の
期
 
 

間
に
わ
た
り
、
か
つ
三
回
以
上
に
分
割
し
て
受
領
す
る
こ
と
（
購
入
者
を
し
て
販
売
者
の
指
定
す
る
者
に
対
し
、
二
カ
月
以
上
の
期
間
に
 
 

わ
た
り
三
回
以
上
預
金
さ
せ
た
後
、
そ
の
預
金
の
う
ち
か
ら
代
金
を
受
領
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
条
件
と
し
て
指
定
商
品
を
販
売
す
る
こ
 
 

と
。
」
と
裁
定
し
、
割
賦
販
売
法
に
お
い
て
は
、
割
賦
販
売
の
本
質
を
商
品
の
販
売
代
金
を
分
割
し
て
受
領
す
る
も
の
と
解
し
、
分
割
し
て
 
 

（
1
2
）
 
 

受
領
す
る
な
ら
ば
商
品
の
引
渡
し
以
前
に
代
金
の
全
部
又
は
大
部
分
を
受
領
す
る
も
の
で
も
割
賦
販
売
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
 
 

条
第
四
項
で
は
、
「
定
型
的
条
件
で
販
売
す
る
の
に
適
す
る
商
品
」
と
規
定
し
て
、
耐
久
消
費
財
を
中
心
に
一
部
の
生
産
財
を
適
用
対
象
 
 

二
九
五
 
 
 



二
九
六
 
 

と
し
て
お
り
、
税
法
や
企
業
会
計
原
則
の
よ
う
な
「
役
務
の
提
供
」
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
税
法
で
は
、
法
人
税
法
第
六
二
条
第
二
項
及
び
所
得
税
法
第
六
五
条
第
二
項
で
、
「
割
賦
販
売
等
と
は
、
月
賦
、
年
賦
そ
 
 

の
他
の
賦
払
の
方
法
に
よ
り
対
価
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
を
定
型
的
に
定
め
た
約
款
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
販
売
又
は
淀
供
を
い
う
。
」
と
 
 

規
定
し
、
要
す
る
に
、
割
賦
販
売
と
は
、
商
品
等
の
引
渡
し
の
後
、
そ
の
代
金
が
分
割
し
て
定
期
的
に
回
収
さ
れ
る
販
売
形
態
の
こ
と
を
 
 

（
1
3
）
 
 

い
う
と
し
て
い
る
。
な
お
、
「
割
賦
販
売
等
」
の
「
等
」
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
税
法
改
正
で
、
割
賦
堅
冗
の
対
象
に
「
役
務
の
提
供
」
 
 

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
割
賦
販
売
法
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
定
義
は
割
賦
形
態
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
税
法
上
の
割
賦
販
売
の
定
義
は
割
賦
 
 

（
1
4
）
 
 

販
売
の
経
済
的
本
質
を
尊
重
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

∽
 
企
業
会
計
原
則
に
お
け
る
割
賦
基
準
 
 
 

従
前
の
企
業
会
計
原
則
で
は
、
「
割
賦
販
売
等
に
関
す
る
未
実
現
収
益
は
原
則
と
し
て
、
当
期
の
収
益
に
算
入
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
 
 

と
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
九
年
の
改
正
に
お
い
て
は
、
割
賦
販
売
の
収
益
実
現
に
つ
い
七
販
売
基
準
を
原
則
と
し
、
例
外
と
し
て
 
 

「
入
金
の
日
」
又
は
「
割
賦
金
の
回
収
期
限
の
到
来
の
日
」
を
も
っ
て
、
売
上
収
益
実
現
の
日
と
す
る
こ
と
を
選
択
的
に
認
め
る
よ
う
に
 
 

改
め
ら
れ
た
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
企
業
会
計
原
則
で
は
、
「
割
賦
販
売
に
つ
い
て
ほ
、
商
品
等
を
引
渡
し
た
日
を
も
っ
て
売
上
収
益
の
実
現
の
日
と
す
る
。
 
 

し
か
し
、
割
賦
販
売
は
通
常
の
販
売
と
異
な
り
、
そ
の
代
金
回
収
の
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
、
か
つ
分
割
払
で
あ
る
こ
と
か
ら
代
金
回
収
 
 

の
危
険
率
が
高
い
の
で
、
貸
倒
引
当
金
及
び
代
金
回
収
費
、
ア
フ
タ
1
・
サ
ー
ビ
ス
費
の
引
当
金
の
計
上
に
つ
い
て
特
別
の
配
慮
を
要
す
 
 

る
が
、
そ
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
不
確
実
性
の
煩
雑
さ
を
伴
う
場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
収
益
の
認
識
を
慎
重
に
行
う
た
め
、
販
 
 
 



売
基
準
に
代
え
て
、
割
賦
金
の
回
収
期
隈
の
到
来
の
日
又
は
入
金
の
日
を
も
っ
て
売
上
収
益
実
現
の
日
と
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
」
 

（
企
業
会
計
原
則
注
解
六
）
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
企
業
会
計
原
則
が
割
賦
基
準
か
ら
販
売
基
準
に
変
わ
っ
て
き
た
の
ほ
、
割
賦
販
売
に
つ
い
て
の
割
賦
基
準
を
認
め
る
理
 
 

由
は
、
そ
の
代
金
回
収
の
期
間
が
長
期
で
、
か
つ
、
分
割
払
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
①
長
期
の
受
取
勘
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
割
賦
未
収
金
 
 

は
、
購
入
者
（
消
費
者
）
の
将
来
の
資
金
を
也
保
と
す
る
現
在
の
商
品
の
供
給
で
あ
っ
て
、
消
費
者
信
用
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
点
 
 

に
お
い
て
、
普
通
企
業
に
生
ず
る
受
取
勘
定
、
受
取
手
形
と
は
、
根
本
的
に
異
な
る
債
権
で
あ
り
、
流
動
資
産
性
に
乏
し
い
こ
と
、
②
割
 
 

賦
未
収
金
の
回
収
不
安
は
、
支
払
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
増
大
す
る
こ
と
、
③
回
収
費
用
を
主
と
す
る
事
後
費
用
が
、
短
期
の
売
掛
 
 

（
1
5
）
 
 

債
権
よ
り
も
か
か
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
⑤
収
益
の
う
ち
利
子
の
要
素
が
相
当
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
の
四
点
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
 
 

重
要
な
点
で
あ
る
①
②
の
主
張
に
対
し
て
は
、
金
融
制
度
の
確
立
し
て
い
る
場
合
は
割
賦
販
売
契
約
債
権
に
高
度
の
流
動
資
産
性
、
換
金
 
 

性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
貸
倒
れ
の
多
い
と
い
う
こ
と
に
は
、
高
率
の
貸
倒
れ
の
見
積
り
、
す
な
わ
ち
貸
倒
引
当
金
を
設
定
す
れ
ば
解
決
 
 

で
き
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
割
賦
基
準
に
つ
い
て
理
論
的
根
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
み
な
絶
対
的
な
決
め
手
と
ほ
な
り
 
 

得
ず
、
一
般
の
販
売
と
同
じ
く
、
販
売
基
準
を
も
っ
て
収
益
の
認
識
基
準
と
し
よ
う
と
す
る
立
場
が
次
第
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
 
 
 

（
用
）
 
 

あ
る
。
 
 
 

伺
 
税
法
に
お
い
て
割
賦
基
準
を
認
め
る
趣
旨
 
 
 

法
人
税
法
に
お
い
て
は
、
割
賦
販
売
法
の
収
益
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
旧
通
達
二
五
〇
（
月
賦
販
売
に
よ
る
損
益
）
．
で
、
同
二
四
九
 
 

（
売
買
損
益
の
帰
属
の
時
期
）
の
例
外
を
定
め
、
「
売
買
契
約
に
よ
っ
て
売
却
代
金
の
受
入
を
月
賦
又
は
年
賦
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
 
 

は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
、
収
入
す
べ
き
月
賦
又
は
年
賦
金
に
対
応
す
る
売
却
益
を
見
積
り
当
該
事
業
年
度
の
益
金
に
算
入
す
る
こ
 
 

二
九
七
 
 
 



二
九
八
 
 

と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
し
て
い
た
。
現
行
税
制
の
基
本
的
考
え
方
ほ
、
原
則
と
し
て
販
売
基
準
に
よ
り
収
益
計
上
す
べ
き
こ
と
と
し
て
お
 
 

り
、
例
外
的
に
割
賦
基
準
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
企
業
に
お
け
る
会
計
慣
行
、
納
税
資
金
と
い
う
点
を
考
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
 
 

（
1
7
）
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
の
収
益
の
計
上
方
法
と
し
て
企
業
会
計
の
慣
行
に
基
づ
い
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
わ
け
で
 
 

あ
る
が
（
 
こ
れ
は
、
7
納
税
資
金
と
い
う
面
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

税
法
上
の
所
得
の
計
策
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
納
税
者
の
担
税
力
を
確
認
し
、
こ
れ
に
税
負
蝮
を
課
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
税
務
 
 

計
算
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
短
期
間
取
引
先
の
支
払
い
の
猶
予
を
与
え
た
よ
う
な
個
別
の
事
情
に
基
づ
い
て
客
観
的
な
各
事
業
年
度
の
 
 

所
得
に
相
違
が
生
ず
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
く
、
所
得
と
し
て
は
相
手
方
に
期
限
の
猶
予
を
与
え
よ
う
と
与
え
ま
い
と
客
 
 

観
的
に
ほ
課
税
所
得
は
同
一
と
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

法
人
税
の
計
算
に
お
い
て
は
、
対
外
的
な
取
引
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
決
算
処
理
の
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
客
観
的
な
取
引
の
事
実
 
 

に
基
づ
い
て
税
務
計
算
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
所
得
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
租
税
支
払
能
力
を
保
証
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
 
 

を
暗
黙
の
前
碇
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
企
業
に
計
算
上
利
益
が
生
じ
て
い
て
も
J
そ
れ
が
固
定
資
産
の
投
資
に
充
て
ら
れ
て
い
る
と
か
、
相
手
方
に
任
意
の
支
払
 
 

猶
予
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
ほ
、
実
際
的
な
資
金
の
流
動
化
は
存
在
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
ほ
、
本
来
流
動
し
た
資
産
 
 

を
企
業
自
ら
固
定
化
し
た
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
は
資
産
は
利
益
の
発
生
に
応
じ
て
流
動
化
し
、
税
の
支
払
能
力
ほ
 
 

（
1
8
）
 
 

存
在
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
契
約
の
内
容
が
一
般
的
に
定
型
化
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
実
現
し
た
収
益
が
相
当
の
長
期
に
わ
た
っ
て
収
受
さ
れ
な
い
こ
 
 
 



と
が
確
定
し
て
心
る
場
合
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
理
論
的
な
流
動
化
の
想
定
が
立
ち
が
た
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
客
観
的
な
取
引
の
事
実
に
▲
も
と
づ
Y
所
得
の
計
算
が
、
必
ず
し
も
背
景
に
そ
れ
に
見
合
う
租
税
支
払
能
力
の
 
（
1
9
）
 
 

保
証
を
有
t
て
い
る
と
は
い
い
え
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
割
賦
版
売
は
、
ま
さ
に
上
の
よ
う
査
性
格
を
有
す
▲
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

因
 
割
賦
基
準
の
方
法
 
 
 

イ
、
法
人
税
法
上
の
割
賦
基
準
の
方
法
 
 
 

法
人
税
法
上
の
割
賦
基
準
の
方
法
は
、
次
の
算
式
よ
り
計
算
し
た
そ
の
事
業
年
度
の
割
賦
損
益
に
対
応
す
る
売
上
高
と
、
売
上
原
価
 
 

（
2
0
）
 
 
 

及
び
販
売
手
数
料
を
、
そ
の
事
業
年
度
の
収
益
の
額
及
び
費
用
の
額
と
す
る
方
法
で
あ
る
／
∵
 
 
 

（
苗
こ
 
「
篭
蓋
拳
皐
墨
営
曽
義
軍
遺
言
忘
憂
苺
晋
蓋
怠
学
苺
品
法
要
蓋
罫
還
悪
意
モ
 
 

半
輪
ヰ
か
0
 
 
 

（
苗
N
）
 
「
舟
8
嚇
満
個
撃
品
評
苫
Ⅲ
孟
宗
ヰ
か
発
声
紗
8
渇
8
砂
琴
錦
」
戸
車
8
尭
辞
紗
芦
J
叩
汚
市
布
8
嚇
満
欄
掃
璽
冨
Ⅲ
撃
品
 
 

苧
ノ
曹
柚
耳
バ
（
ノ
か
紗
蒲
村
落
謬
「
－
囲
劉
謳
欄
和
正
璽
∩
望
ノ
バ
粗
詳
琴
芝
蓮
隷
ヰ
か
発
声
紗
8
u
♂
舟
8
嚇
湘
個
鞄
骨
品
誉
ノ
暗
 
 

柚
革
抒
砂
嚢
村
営
軍
「
べ
平
準
ヰ
か
0
 
 
 

ロ
、
企
業
会
計
に
お
け
る
割
賦
基
準
の
方
法
 
 

割
賦
墾
冗
に
つ
い
て
会
計
的
本
質
を
考
零
す
る
と
、
割
賦
販
売
が
、
現
金
版
売
、
掛
売
販
売
な
ど
の
通
常
の
堅
冗
と
異
な
る
の
は
、
 
 

売
買
当
事
者
が
割
賦
販
売
契
約
書
を
作
成
し
て
、
①
売
主
が
買
主
に
対
し
て
、
何
週
間
」
何
カ
月
、
ま
た
ほ
何
カ
年
に
も
わ
た
る
商
品
 
 

二
九
九
 
 
 



三
〇
〇
 
 

の
墾
冗
代
金
の
繰
延
分
割
払
と
い
う
信
用
を
与
え
、
②
販
売
し
た
商
品
の
代
金
の
全
額
を
受
領
す
る
以
前
に
、
売
主
は
買
主
に
そ
の
商
 
 

品
を
撞
供
し
、
そ
の
使
用
を
認
め
る
販
売
、
と
い
う
二
点
に
あ
り
、
そ
こ
で
、
割
賦
販
売
は
、
商
品
の
販
売
代
金
の
換
延
分
割
払
と
い
 
 

ぅ
金
融
（
信
用
）
取
引
と
、
こ
の
よ
う
な
信
用
取
引
を
媒
介
す
る
販
売
取
引
と
い
う
二
重
的
性
格
を
も
つ
取
引
で
あ
る
と
称
す
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
割
賦
販
売
の
特
殊
性
か
ら
、
割
賦
販
売
業
者
は
、
割
賦
販
売
を
通
じ
て
、
S
金
融
取
引
か
ら
は
割
賦
金
融
収
益
を
、
 
 

伺
販
売
取
引
か
ら
は
割
賦
販
売
収
益
を
、
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

前
者
の
割
賦
金
融
収
益
に
お
け
る
割
賦
基
準
の
方
法
に
は
、
実
務
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
均
分
法
（
均
等
 
 

（
2
1
）
 
額
利
益
計
上
方
法
）
、
級
数
法
（
等
差
級
数
法
あ
る
い
は
七
・
八
分
法
）
、
利
回
法
（
年
金
法
あ
る
い
ほ
残
債
法
）
が
あ
る
。
 
 
 

S
 
均
分
法
 
 
 

割
賦
金
の
回
収
の
つ
ど
計
上
さ
れ
る
営
業
収
益
は
、
毎
月
の
割
賦
金
が
同
額
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
回
収
期
間
を
通
じ
て
同
一
金
 
 

額
と
な
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
は
、
毎
月
の
割
賦
金
が
違
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
道
う
割
賦
金
と
対
応
し
て
営
業
収
益
 
 
 

を
計
上
す
る
方
法
も
含
ま
れ
る
。
 
 
 

両
 
級
数
法
 
 
 

割
賦
手
数
料
収
益
を
、
割
賦
金
回
収
回
数
の
級
数
総
和
を
基
に
し
て
毎
回
収
期
の
営
業
収
益
を
計
算
す
る
方
法
で
あ
る
。
 
 
 

俗
に
い
う
七
・
八
分
法
と
い
う
の
は
、
こ
の
級
数
法
の
別
名
で
あ
り
、
一
年
が
十
ニ
ケ
月
で
あ
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、
十
二
回
 
 
 

の
回
収
回
数
を
前
提
と
し
て
級
数
腐
和
が
七
八
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ち
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
利
回
り
法
 
 
 



（
2
2
）
 
 

計
算
の
方
法
の
違
い
を
三
つ
説
明
し
た
が
、
理
論
上
、
利
回
り
法
が
最
も
正
確
な
方
法
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
ほ
計
算
 
 
 

が
複
雑
で
あ
る
と
い
う
欠
点
を
持
つ
。
級
数
法
は
比
較
的
計
算
は
簡
単
で
あ
る
が
、
利
子
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
ま
た
均
分
法
は
毎
 
 

（
2
3
）
 
 

回
均
等
な
利
息
収
入
と
す
る
の
で
、
理
論
的
に
は
正
確
な
方
法
と
は
い
え
な
い
が
、
計
算
が
最
も
簡
単
で
あ
る
。
 
 
 

何
 
諸
外
国
の
会
計
処
理
 
 
 

国
際
会
計
基
準
委
員
か
ら
一
九
八
二
年
十
二
月
一
日
付
で
、
国
際
会
計
基
準
第
一
八
号
「
収
益
の
認
識
」
が
公
表
さ
れ
た
。
 
 
 

本
基
準
書
は
、
収
益
の
認
識
と
い
う
会
計
の
基
礎
的
概
念
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
収
益
を
企
業
の
通
常
の
営
業
括
動
か
ら
生
ず
る
対
 
 

価
の
総
流
入
額
で
あ
る
と
定
義
し
、
商
品
等
の
販
売
、
役
務
の
給
付
、
企
業
資
源
の
第
三
者
に
よ
る
利
用
か
ら
生
ず
る
収
益
に
つ
い
て
、
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
収
益
の
認
識
の
基
準
を
定
め
て
い
る
。
 
 
 

本
基
準
書
で
は
、
企
業
の
損
益
計
算
書
に
い
つ
収
益
を
認
識
す
る
か
の
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
基
準
の
一
部
を
構
成
す
る
 
 

も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
「
付
録
」
A
八
割
賦
販
売
で
は
、
 
い
わ
ゆ
る
イ
ソ
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
り
割
賦
金
に
含
ま
れ
る
利
息
を
商
 
 

品
等
の
販
売
価
格
と
分
離
し
て
収
益
に
計
上
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
は
収
益
な
い
し
収
益
取
引
か
ら
得
た
対
価
を
現
在
価
値
 
 

で
測
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
A
P
B
オ
ピ
ニ
オ
ン
第
二
 

（
2
4
）
 
 

国
に
は
未
だ
な
い
 

三
〇
一
 
 
 

割
賦
手
数
料
を
割
賦
金
回
収
の
つ
ど
、
売
掛
金
残
高
（
残
存
元
本
｝
に
対
す
る
十
定
の
歩
合
を
も
っ
て
計
算
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

算
式
で
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

挙
囲
＝
謝
聾
紗
減
封
（
減
封
甜
汝
）
×
彗
灘
×
岩
頭
 
 



三
〇
二
 
 
 

せ
た
、
収
益
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
商
品
等
の
販
売
貿
引
か
ら
生
ず
る
収
益
を
認
識
す
る
た
め
に
は
、
①
売
手
が
買
手
に
対
し
て
、
販
 
 

売
し
た
贋
産
の
所
有
に
伴
う
実
質
的
な
危
除
と
便
益
を
移
転
し
た
こ
と
、
②
販
売
時
に
お
い
て
収
益
が
測
定
可
能
で
あ
る
こ
と
、
及
び
③
 
 

（
2
5
）
 
 

販
売
時
に
お
い
て
代
金
の
完
全
な
回
収
を
期
待
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
な
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

上
記
の
代
金
の
回
収
性
及
び
収
益
の
測
定
可
能
性
に
関
し
て
、
基
準
書
本
文
で
は
、
収
益
認
識
の
基
準
と
し
て
は
、
①
代
金
の
完
全
な
 
 

回
収
を
期
待
す
る
ヱ
と
が
不
合
理
で
な
い
こ
と
、
②
完
全
な
回
収
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
期
待
は
、
そ
れ
自
体
、
そ
の
よ
う
な
回
収
を
保
 
 

（
2
6
）
 
 

証
す
る
も
の
で
は
な
く
、
③
完
全
な
回
収
に
つ
い
て
の
不
確
実
性
が
存
在
し
な
い
状
況
の
も
と
で
は
、
た
と
え
支
払
が
割
賦
で
行
わ
れ
る
 
 

（
2
7
）
 
場
合
で
あ
っ
て
も
、
収
益
は
販
売
時
点
で
認
識
ぜ
れ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
代
金
の
回
収
に
つ
い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
 
 

（
2
8
）
 
不
確
実
性
は
存
在
し
、
そ
の
よ
う
な
不
確
実
性
は
貸
倒
引
当
金
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
 
 
 

本
基
準
書
で
は
、
役
務
の
給
付
取
引
か
ら
生
ず
る
収
益
と
は
別
に
、
企
業
資
源
を
第
三
者
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
収
益
と
し
 
 

（
2
9
）
 
て
、
利
息
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
及
び
配
当
に
つ
い
て
、
収
益
の
認
識
の
基
準
を
定
め
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
に
よ
る
と
、
利
息
は
残
存
元
本
及
び
そ
の
利
率
を
考
慮
に
入
れ
た
経
過
基
準
に
よ
り
収
益
を
認
識
す
る
。
こ
の
場
合
も
、
商
品
等
 
 

の
販
売
取
引
か
ら
生
ず
る
収
益
の
と
き
と
同
じ
く
、
収
益
の
測
定
可
能
性
又
は
回
収
可
能
性
に
つ
い
て
、
重
大
な
不
確
実
性
が
存
在
し
な
 
 

い
こ
と
が
、
収
益
の
認
識
の
条
件
と
さ
れ
る
。
 
 

第
二
節
 
税
務
上
の
問
題
 
 
 

一
顧
客
手
数
料
の
収
益
計
上
基
準
 
 
 

顧
客
手
数
料
の
計
上
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
残
債
法
に
よ
り
計
上
し
て
い
る
も
の
と
、
〉
均
分
法
に
よ
り
計
上
し
て
い
る
も
の
と
が
あ
 
 
 



り
、
 後
者
に
お
い
て
ほ
割
賦
基
準
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
信
販
会
社
等
が
受
領
す
る
顧
 
 

客
手
数
料
収
益
に
割
賦
基
準
が
適
用
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
こ
の
項
で
ほ
第
二
革
第
二
節
に
お
い
て
整
理
し
た
二
つ
の
命
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

〓
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
商
品
等
の
販
売
に
準
じ
た
取
引
と
解
し
て
、
収
益
計
上
の
割
賦
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
の
可
否
 
 
 

割
賦
販
売
取
引
は
、
純
然
た
皇
冗
買
取
引
で
あ
る
が
、
た
だ
代
金
支
払
方
法
に
つ
い
て
特
別
な
定
め
が
あ
る
。
こ
の
割
賦
販
売
取
引
の
 
 

性
格
を
み
る
と
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
商
品
の
販
売
代
金
の
繰
延
分
割
払
と
い
う
金
融
（
信
用
）
取
引
と
、
こ
の
よ
う
な
信
用
取
引
を
 
 

媒
介
と
す
る
販
売
取
引
と
の
二
重
的
性
格
を
も
つ
取
引
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
割
賦
販
売
取
引
の
特
殊
性
か
ら
、
金
融
取
引
か
ら
は
割
賦
金
融
収
益
、
販
売
取
引
か
ら
ほ
割
賦
販
売
収
益
が
発
生
す
る
こ
 
 

と
に
な
る
。
 
 
 

信
販
会
社
等
が
割
賦
購
入
斡
旋
を
す
る
割
賦
販
売
に
お
い
て
は
、
販
売
収
益
は
既
に
販
売
業
老
の
方
で
販
売
時
に
実
現
し
て
お
り
、
割
 
 

賦
金
融
収
益
の
み
が
信
販
会
社
等
に
残
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

割
賦
販
売
に
お
い
て
も
、
割
賦
金
融
収
益
は
通
常
の
金
融
利
得
利
息
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
金
融
利
得
の
み
の
収
益
が
 
 

発
生
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
は
金
融
取
引
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
3
0
）
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
顧
客
手
数
料
が
利
息
と
み
ら
れ
な
い
と
す
る
主
張
が
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
次
の
三
つ
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
3
1
）
 
 
 

①
 
信
販
会
社
等
が
、
顧
客
に
代
金
相
当
額
の
金
銭
を
貸
付
け
る
と
い
う
法
的
構
成
を
と
っ
て
な
い
こ
と
。
 
 
 

②
 
仮
に
、
経
済
紛
視
点
を
そ
の
ま
ま
解
釈
論
と
し
、
割
賦
販
売
に
お
け
る
現
金
販
売
価
格
と
割
賦
販
売
価
格
と
の
差
額
を
「
利
息
」
 
 

と
解
す
る
立
場
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、
信
販
会
社
等
の
顧
客
手
数
料
及
び
代
行
手
数
料
の
性
質
を
す
べ
て
こ
れ
に
吸
収
さ
せ
る
こ
と
 
 

三
〇
三
 
 
 



≡
〇
四
 
 

は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
信
販
会
社
等
は
単
な
る
信
用
供
与
機
能
に
限
ら
れ
ず
、
加
盟
店
を
募
集
し
人
ま
た
総
合
割
賦
購
入
斡
旋
 
 
 

の
と
き
に
は
、
会
員
を
募
集
し
）
、
顧
客
と
販
売
業
著
聞
の
信
用
売
買
の
成
立
を
斡
旋
し
、
支
払
を
担
保
し
、
支
払
を
媒
介
す
る
機
 
 
 

能
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
顧
客
手
数
料
の
代
行
手
数
料
は
、
代
金
支
払
い
の
法
構
成
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
こ
 
 

（
3
2
）
 
 
 

れ
ら
の
委
託
事
務
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
の
要
素
を
も
大
き
く
も
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

③
 
信
販
会
社
等
の
手
数
料
収
益
は
、
r
金
融
機
関
に
お
け
る
金
利
収
益
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
実
物
埴
保
が
要
求
さ
れ
、
 
 
 

元
本
回
収
の
危
険
が
少
な
い
担
保
金
融
を
主
た
る
業
務
と
す
る
の
が
銀
行
な
ど
の
金
融
で
あ
り
、
そ
こ
で
計
上
さ
れ
る
金
利
手
数
料
 
 

（
3
3
）
 
 

は
、
従
っ
て
、
危
険
負
担
料
と
し
て
の
意
味
が
薄
い
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
①
の
指
摘
の
と
お
り
、
金
銭
を
貸
し
付
け
る
と
い
う
法
的
構
成
は
と
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
む
、
信
販
会
社
等
が
顧
客
に
信
用
 
 

を
与
え
る
の
は
あ
く
ま
で
も
特
定
の
商
品
の
割
賦
購
入
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、
顧
客
が
金
銭
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
販
売
業
 
 

老
に
支
払
わ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
顧
客
が
代
金
相
当
額
の
金
銭
を
借
り
て
、
′
そ
の
金
で
物
品
を
買
う
の
も
、
割
賦
 
 

で
同
じ
物
を
購
入
す
る
の
も
本
質
的
に
ほ
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
②
の
緒
摘
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
貸
付
け
を
行
う
た
め
の
付
随
業
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
な
同
様
の
こ
と
は
金
融
 
 

業
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
お
り
、
顧
客
手
数
料
の
金
利
た
る
性
質
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
れ
か
ら
、
③
で
の
拒
摘
は
、
担
保
金
融
を
主
た
る
業
務
と
す
る
銀
行
な
ど
の
金
融
業
に
つ
い
て
は
妥
当
と
す
る
が
、
同
じ
金
融
業
で
 
 

も
消
費
者
金
融
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
担
保
に
し
て
も
、
危
険
負
担
に
し
て
も
、
割
賦
販
売
信
用
取
引
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
つ
ま
 
 

り
、
「
消
費
者
信
用
」
に
お
け
る
金
利
と
い
う
も
の
は
、
実
物
担
保
を
要
求
す
る
「
也
保
金
融
」
よ
り
も
危
険
負
担
が
多
い
分
だ
け
、
若
 
 

干
割
高
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
若
干
割
高
の
金
利
を
大
勢
の
人
が
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
意
の
借
り
手
に
生
じ
た
不
 
 
 



（
3
4
）
 
 

可
抗
力
な
「
返
済
能
力
の
喪
失
」
を
カ
バ
1
す
る
の
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
顧
客
手
数
料
を
利
息
と
み
な
い
と
い
う
考
え
方
に
も
、
そ
れ
を
肯
定
さ
せ
る
だ
け
の
理
由
は
な
く
、
結
局
、
顧
客
手
数
料
 
 

収
入
は
、
資
金
の
利
用
に
伴
う
「
利
息
」
と
認
識
し
、
継
続
的
役
務
の
給
付
取
引
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
考
え
方
に
沿
っ
た
会
計
処
 
 

理
を
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
信
販
会
社
等
の
業
務
ほ
、
ど
の
業
種
に
あ
た
る
か
と
い
う
こ
と
を
見
る
と
、
信
販
会
社
等
の
業
務
が
総
括
さ
れ
て
、
フ
ァ
イ
ナ
 
 

ン
ス
と
い
わ
れ
、
金
融
業
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
質
的
に
そ
う
だ
と
い
う
考
え
方
と
、
行
政
管
理
庁
の
日
本
標
準
産
 
 

業
分
類
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
及
び
貸
金
業
が
と
も
に
、
大
分
類
の
「
金
融
・
保
険
業
」
、
申
分
頼
の
「
そ
の
他
の
庶
民
金
融
機
 
 

（
3
5
）
 
 

関
」
に
分
弊
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
3
6
）
 
 

「
日
本
標
準
産
業
分
現
に
よ
る
分
類
」
 
 

五
二
二
二
 
貸
金
業
…
＝
‥
…
…
…
…
…
…
…
‥
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
 
 

五
二
二
三
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
…
…
…
…
信
販
会
社
、
チ
ケ
ッ
ト
団
体
 
銀
行
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
 
 

五
二
二
四
 
割
賦
金
融
会
社
‥
…
…
…
＝
∵
…
‥
メ
ー
カ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
 
 
 

な
お
、
法
人
税
基
本
通
達
一
一
－
二
1
一
〇
で
は
、
貸
倒
引
当
金
勘
定
の
繰
入
額
の
適
用
事
業
の
区
分
で
は
、
お
お
む
ね
、
日
本
標
準
 
 

産
業
分
渾
を
基
準
と
し
て
判
定
す
る
と
の
取
扱
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
基
準
と
は
別
に
、
施
行
令
九
七
条
に
よ
っ
て
「
割
賦
購
入
斡
 
 

旋
業
」
と
し
て
特
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
割
賦
購
入
斡
旋
を
す
る
会
社
が
、
実
質
的
に
割
賦
販
売
代
金
を
回
収
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
 
 

の
危
険
負
担
は
割
賦
販
売
業
老
と
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
着
目
し
た
親
定
で
あ
り
、
貸
倒
引
当
金
勘
定
の
繰
入
額
の
適
用
事
業
区
 
 

分
に
つ
い
て
の
み
の
規
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

三
〇
五
 
 
 



三
〇
六
 
 
 

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る
顧
客
手
数
料
収
益
は
、
実
質
的
に
は
商
品
等
を
担
保
に
し
た
割
賦
返
済
金
融
取
引
 
 

で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
割
賦
返
済
金
融
取
引
す
な
わ
ち
金
銭
貸
付
に
よ
る
元
本
か
ら
の
利
息
は
、
本
来
的
に
 
 

利
率
と
期
間
を
乗
じ
た
経
過
日
数
の
時
間
基
準
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
金
利
及
び
手
数
料
は
、
分
割
払
い
期
限
到
来
日
の
各
月
 
 

次
に
、
そ
れ
に
相
応
す
る
金
額
を
収
益
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
割
賦
基
準
と
い
う
会
計
思
考
は
認
め
ら
れ
な
い
性
格
の
も
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

回
 
顧
客
手
数
料
を
「
利
息
」
と
認
識
し
た
場
合
、
役
務
の
墟
供
の
対
価
で
あ
る
「
利
息
」
に
割
賦
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
の
可
否
 
 
 

前
項
の
検
討
の
結
果
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る
顧
客
手
数
料
収
益
ほ
、
割
賦
返
済
金
融
取
引
に
お
け
る
利
息
で
あ
る
と
認
識
す
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
大
半
の
顧
客
手
数
料
が
ア
ド
オ
ン
方
式
に
よ
り
計
算
さ
れ
、
元
本
と
顧
客
手
数
料
の
合
計
額
が
賦
払
 
 

期
に
応
じ
て
、
均
等
に
分
割
払
い
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
顧
客
手
数
料
に
割
賦
基
準
が
適
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
主
張
も
あ
る
。
 
 
 

づ
ま
り
、
、
性
質
が
利
息
で
あ
る
顧
客
手
数
料
収
益
は
、
残
存
元
本
及
び
そ
の
利
率
に
基
づ
い
て
経
過
期
間
基
準
（
時
間
基
準
）
に
よ
り
 
 

（
訂
）
 
 

発
生
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
発
生
す
る
顧
客
手
数
料
が
毎
回
の
返
済
額
の
中
に
均
等
に
含
ま
れ
、
受
領
さ
れ
て
い
る
と
 
 

し
て
、
そ
の
結
果
、
Y
繰
り
延
べ
ら
れ
た
顧
客
手
数
料
に
割
賦
基
準
が
適
用
で
き
る
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
 
 
 

図
示
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
第
2
0
図
）
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
意
見
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
き
、
ま
ず
、
元
本
と
顧
客
手
数
料
の
合
計
額
は
賦
払
期
に
応
じ
て
均
等
に
分
割
払
い
さ
れ
る
 
 

が
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
顧
客
手
数
料
が
毎
回
の
返
済
額
の
中
に
均
等
に
含
ま
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
 
 

い
、
つ
い
で
、
仮
に
顧
客
手
数
料
が
毎
回
の
返
済
額
の
中
に
均
等
に
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
場
合
に
割
賦
基
準
の
適
用
が
で
き
る
 
 

か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 



は
な
く
ア
ド
オ
ン
金
利
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
利
息
総
額
は
残
債
方
式
の
場
合
と
同
額
に
な
 
 

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
方
式
を
使
う
と
、
利
息
と
毎
回
の
返
済
金
は
次
式
に
よ
り
簡
単
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
。
 
 

イ
、
ア
ド
オ
ソ
方
式
の
場
合
、
顧
客
手
数
料
が
賦
払
の
方
法
で
入
金
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
 
 
 

ア
ド
オ
ン
（
a
d
d
・
〇
n
）
方
式
ほ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
月
賦
販
売
の
利
息
計
算
の
方
法
と
し
て
最
も
普
及
し
て
き
た
も
の
で
、
我
が
国
 
 

に
お
い
て
は
、
消
費
者
ロ
ヘ
」
ソ
の
開
発
と
と
も
に
こ
の
計
算
方
法
が
導
入
さ
れ
た
。
従
来
の
利
息
計
算
手
法
に
は
な
か
っ
た
日
新
ら
し
い
 
 

こ
の
方
法
は
、
利
息
算
出
の
簡
便
さ
が
買
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ロ
ー
ン
と
い
え
ば
ア
ド
オ
ン
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
一
般
化
し
た
。
 
 
 

こ
の
ア
ド
オ
ン
方
式
で
は
、
毎
回
の
返
済
の
た
び
に
減
少
す
る
元
本
を
最
終
回
ま
で
不
変
と
仮
定
す
る
一
方
で
、
利
率
を
実
質
金
利
で
 
 

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
、
と
は
、
テ
ド
オ
ソ
方
式
を
使
っ
て
算
出
で
 
 

き
る
の
は
、
利
息
の
総
額
と
毎
回
の
返
済
額
だ
け
で
あ
り
、
毎
回
の
返
済
の
内
訳
は
、
元
金
 
 

分
‥
所
要
資
金
÷
返
済
回
数
、
利
息
分
‥
利
息
総
額
÷
返
済
回
数
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
 
 

る
。
つ
ま
り
、
毎
回
の
返
済
の
均
等
支
払
額
の
う
ち
、
利
息
は
残
債
方
式
（
年
金
利
回
り
法
）
 
 

に
よ
り
計
算
さ
れ
た
金
額
が
入
金
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
 
 

掛
回
8
尚
肇
濁
 
 

彗
画
詩
語
＝
望
槻
塀
紗
×
 
 

望
渦
増
給
＋
彗
酔
夢
葛
 
 

柿
繋
回
撃
 
 

司
「
斗
ヾ
紗
彗
 
 

ー
N
 
 

×
尚
繋
回
浮
 
 

1  2   3  4  5  6 賦払期  
匹2召部分が、匪宗頭部分に繰り延べされている。   



ま
た
、
割
賦
販
売
法
に
お
い
て
、
ア
ド
オ
ン
方
式
の
表
示
金
利
は
、
実
質
金
利
と
の
爺
離
が
大
き
く
、
一
般
消
費
者
の
誤
解
を
招
く
お
 
 

（
4
1
）
 
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
割
賦
販
売
手
数
料
、
ロ
ー
ン
碇
携
販
売
手
数
料
の
実
質
年
率
に
よ
る
表
示
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
実
 
 

際
に
は
、
ア
ド
オ
ソ
金
利
の
み
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
ほ
な
く
、
年
金
利
回
り
法
に
よ
る
実
質
金
利
も
併
せ
て
契
約
書
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

（
3
8
）
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
ア
下
オ
ン
方
式
で
は
あ
ら
か
じ
め
貸
出
条
件
と
し
て
決
め
た
全
期
間
を
基
準
に
 
 

し
て
利
息
の
絵
額
を
算
出
し
ハ
元
利
金
を
均
等
に
回
収
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
 
 

顧
客
が
賦
払
期
間
の
中
途
で
債
務
残
高
の
一
部
な
い
し
全
額
を
繰
り
上
げ
て
返
済
し
た
場
合
 
 

に
は
、
利
息
の
取
り
す
ぎ
と
な
り
精
算
の
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
場
合
に
戻
し
利
息
 
 

（
未
経
過
利
息
）
の
計
算
方
法
と
し
て
は
、
ア
ド
オ
ン
方
式
に
よ
る
利
息
計
算
を
年
金
利
回
 
 

り
法
で
計
算
し
直
す
方
法
が
と
ら
れ
る
。
た
だ
、
一
般
に
は
計
算
が
複
雑
な
た
め
、
戻
し
利
 
 

（
3
9
）
 
 

息
の
計
算
の
一
方
法
と
し
て
七
・
八
分
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

七
・
八
分
法
に
よ
る
未
経
過
利
息
の
計
算
は
、
次
の
式
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
。
 
 

R
（
R
十
－
）
 
 

彗
匪
茅
沼
×
 
 

n
‥
割
賦
回
数
 
 

R
‥
残
り
回
数
 
 

ロ
（
n
＋
－
）
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…夏蚕芳；  一家芸喜  菱；琵  麦藁  3．5  
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ロ
、
顧
客
手
数
料
が
賦
払
い
の
方
法
で
入
金
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
割
賦
基
準
に
ょ
り
収
益
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
 
 

仮
に
、
顧
客
手
数
料
が
賦
払
い
の
方
法
で
入
金
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
と
し
た
場
合
に
は
、
発
生
し
た
収
益
は
第
2
1
図
の
よ
う
 
 

に
、
頭
金
部
分
と
分
割
払
部
分
と
に
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
毎
回
発
生
す
る
顧
客
手
数
料
を
賦
払
の
方
法
に
よ
り
支
払
を
受
け
る
こ
と
を
定
型
的
約
款
に
定
め
て
い
る
も
の
 
 

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
割
賦
基
準
の
方
法
に
よ
る
経
理
に
お
け
る
割
賦
損
益
ほ
、
役
務
捷
供
の
対
価
の
額
か
ら
そ
 
 

れ
に
対
応
す
る
役
務
提
供
の
原
価
及
び
役
務
捷
供
の
手
数
料
を
控
除
し
て
計
算
す
べ
き
で
あ
る
が
、
信
販
会
社
等
の
経
理
は
第
四
章
に
お
 
 

い
て
見
て
き
た
と
お
り
、
役
務
墟
供
の
原
価
で
あ
る
支
払
利
息
等
に
つ
い
て
、
発
生
主
義
に
よ
り
換
金
の
額
に
算
入
し
て
お
り
、
役
務
提
 
 

供
の
対
価
の
額
に
対
応
す
る
役
務
捷
供
の
原
価
等
を
控
除
し
た
割
賦
損
益
と
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
信
販
会
社
等
 
 

の
経
理
方
法
ほ
、
現
行
法
上
割
賦
基
準
を
適
用
し
て
い
る
も
の
と
ほ
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 

二
 
加
盟
店
手
数
料
の
収
益
計
上
時
期
 
 

信
販
会
社
等
が
加
盟
店
か
ら
受
け
入
れ
る
加
盟
店
手
数
料
収
益
に
つ
い
て
は
、
①
立
替
払
契
約
等
の
契
約
時
竺
括
計
上
す
る
、
②
顧
 
 

客
手
数
料
と
同
様
、
分
割
計
上
す
る
、
と
解
釈
が
分
か
れ
、
経
理
処
理
が
不
統
一
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
の
論
拠
は
次
の
 
 

よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
．
。
 
 
 

（
加
盟
店
手
数
料
収
益
を
契
約
時
に
一
括
計
上
す
る
）
 
 

①
 
取
引
の
形
式
に
従
え
ば
、
加
盟
店
か
ら
収
受
す
る
加
盟
店
手
数
料
は
、
加
盟
店
契
約
に
基
づ
く
信
販
会
社
等
と
加
盟
店
と
の
間
に
 
 
 

お
け
る
取
引
で
あ
り
、
顧
客
か
ら
収
益
す
る
顧
客
手
数
料
は
、
信
販
会
社
等
と
顧
客
と
の
問
に
お
け
る
金
融
取
引
と
は
別
個
な
も
の
 
 

で
あ
る
。
 
 

一
（
二
〇
九
 
 
 



三
一
〇
 
 
 

②
ノ
加
盟
店
手
数
料
は
、
加
盟
店
に
対
し
て
代
金
支
払
の
際
、
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
相
殺
と
い
う
方
法
に
よ
り
一
時
に
弁
 
 

済
を
受
け
、
返
戻
す
る
こ
と
は
な
い
。
 
 
 

③
 
あ
ら
か
じ
め
自
社
の
広
告
宣
伝
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
間
接
的
に
加
盟
店
の
販
売
信
進
が
行
わ
れ
、
ま
た
取
引
の
た
め
の
顧
 
 
 

客
の
信
用
調
査
も
行
っ
て
お
り
、
〉
加
盟
店
手
数
料
は
そ
れ
ら
の
対
価
と
し
て
の
性
格
も
あ
る
。
 
 
 

（
加
盟
店
手
数
料
収
益
を
分
割
計
上
す
る
）
 
 

①
 
信
販
会
社
等
が
収
受
す
る
手
数
料
の
徴
求
形
態
に
は
、
S
顧
客
か
ら
の
み
徴
求
す
る
も
の
、
㈹
顧
客
、
加
盟
店
の
両
方
か
ら
徴
求
 
 
 

す
る
も
の
、
が
あ
り
、
両
者
は
信
販
会
社
等
と
加
盟
店
と
の
力
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
加
盟
店
手
数
料
ほ
、
顧
 
 

客
手
数
料
と
の
合
算
額
を
も
っ
て
代
金
の
賦
払
及
び
回
収
に
要
す
る
費
用
、
貸
倒
損
失
等
に
対
応
す
る
収
益
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
 
 

こ
の
よ
う
に
経
済
的
効
果
が
全
く
同
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
徴
求
の
形
態
す
な
わ
ち
契
約
上
の
違
い
に
よ
り
異
な
る
経
理
を
 
 

（
4
2
）
 
 
 

す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
。
 
 

②
 
立
春
払
取
引
等
ほ
、
実
質
的
に
は
債
権
譲
渡
で
あ
り
、
加
盟
店
手
数
料
の
性
格
ほ
、
加
盟
店
か
ら
信
販
会
社
等
に
対
す
る
債
譲
渡
 
 

に
当
た
っ
て
の
値
引
き
に
過
ぎ
な
い
。
 
 

以
上
の
主
張
を
整
理
す
れ
ば
、
加
盟
店
か
ら
加
盟
店
手
数
料
を
受
け
入
れ
る
取
引
と
、
顧
客
か
ら
顧
客
手
数
料
を
受
け
入
れ
る
取
引
は
 
 

同
一
取
引
と
考
え
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
同
一
取
引
と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
場
合
に
、
そ
の
取
引
は
割
賦
債
権
の
譲
渡
取
引
と
考
え
ら
れ
る
 
 

の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
。
以
下
、
そ
の
二
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
 
 
 

∽
 
取
引
一
体
説
と
取
引
分
離
説
 
 

信
販
会
社
等
が
加
盟
店
か
ら
受
け
入
れ
る
加
東
店
手
数
料
に
つ
い
て
、
そ
の
収
益
に
対
応
す
る
役
務
の
捷
供
が
何
で
あ
る
の
か
明
ら
か
 
 
 



で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
加
盟
店
手
数
料
、
顧
客
手
数
料
の
収
益
を
得
る
取
引
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
 
 

て
、
二
つ
の
見
解
が
生
じ
得
る
。
 
 
 

①
 
加
盟
店
手
数
料
、
顧
客
手
数
料
の
l
い
ず
れ
の
手
数
料
で
あ
っ
て
も
、
信
販
会
社
か
ら
見
る
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
と
い
う
一
取
引
に
 
 
 

伴
う
手
数
料
で
あ
る
の
で
性
質
は
同
じ
（
い
わ
ば
取
引
一
体
説
）
。
 
 
 

②
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
、
 

に
お
け
る
取
引
（
加
盟
店
契
約
）
と
に
区
分
し
セ
認
識
す
る
（
い
わ
ば
取
引
分
離
説
）
。
 
 
 

加
盟
店
手
数
料
を
受
け
る
た
め
の
具
体
的
な
役
務
提
供
の
原
価
と
さ
れ
る
顧
客
の
信
用
調
査
費
用
、
債
権
管
理
費
用
及
び
債
権
貸
倒
れ
 
 

（
4
 

の
危
険
負
担
料
は
、
通
常
の
金
融
取
引
に
お
い
て
も
生
じ
る
費
用
で
あ
り
、
顧
客
へ
融
資
し
た
こ
と
に
よ
り
受
け
入
れ
る
利
息
（
顧
客
手
 
 

数
料
）
の
原
価
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
加
盟
店
手
数
料
の
具
体
的
な
役
務
提
供
の
原
価
ほ
、
固
有
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
 
 

こ
と
に
な
る
。
 
 

（
4
3
）
 
 
 

ま
た
、
加
盟
店
手
数
料
は
、
顧
客
か
ら
の
返
済
回
数
の
長
短
に
よ
り
利
率
が
変
動
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
同
じ
取
引
に
お
い
て
も
、
億
 
 

販
会
社
等
と
加
盟
店
と
の
関
係
で
、
加
盟
店
手
数
料
を
徴
求
t
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
加
盟
店
手
数
料
た
相
当
す
る
額
 
 

4
）
 
 

（
4
5
）
 
 

は
、
相
互
に
代
替
性
、
互
換
性
が
み
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
加
盟
店
手
数
料
を
得
る
た
め
の
具
体
的
な
役
務
の
碇
供
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
及
び
加
盟
店
手
数
料
は
顧
客
手
徽
料
 
 

と
互
換
関
係
、
代
替
関
係
に
あ
る
こ
と
と
い
う
現
状
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
取
引
一
体
説
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

加
盟
店
手
数
料
を
得
る
た
め
の
具
体
的
な
役
務
の
接
供
が
存
在
す
る
な
ど
に
よ
り
取
引
分
離
説
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
加
盟
店
手
 
 

三
一
一
 
 
 



こ
の
考
え
方
で
は
、
加
盟
店
手
数
料
を
商
品
の
取
引
価
額
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
と
考
え
、
手
数
料
は
す
べ
て
顧
客
が
商
品
代
金
 
 

（
割
賦
購
入
価
格
）
に
含
め
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

そ
■
の
よ
う
に
見
る
と
、
債
権
買
取
り
は
債
権
者
と
の
間
に
お
け
る
一
種
の
金
融
取
引
で
あ
り
、
そ
の
債
権
額
と
取
得
価
額
と
の
差
額
に
 
 

相
当
す
る
額
は
、
経
済
的
に
は
弁
済
期
間
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
る
金
利
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
割
賦
債
権
の
買
取
り
の
場
 
 
 

数
料
は
役
務
提
供
の
原
価
の
発
生
に
従
い
一
括
し
て
収
益
に
計
上
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
取
引
一
体
説
の
 
 

場
合
、
加
盟
店
手
数
料
を
一
括
し
て
収
益
に
計
上
す
る
か
、
分
割
し
て
収
益
に
計
上
す
る
か
は
、
な
お
見
解
 
 

が
分
か
れ
る
。
 
 
 

伺
 
債
権
買
取
り
取
引
と
商
品
代
金
の
融
資
取
引
 

加
盟
店
手
数
料
、
顧
客
手
数
料
を
得
る
立
春
払
取
引
等
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
学
説
は
、
債
権
譲
渡
 
 

説
、
代
位
弁
済
説
、
契
約
上
の
地
位
の
引
受
説
、
準
委
任
説
、
金
銭
消
費
貸
借
説
な
ど
に
分
か
れ
る
が
、
経
 
 

済
的
実
習
か
ら
見
る
と
、
割
賦
債
権
の
買
取
り
と
見
る
か
、
商
品
購
入
代
金
の
融
資
と
見
る
か
の
二
つ
の
見
 
 

解
に
分
か
れ
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
信
販
会
社
等
は
顧
客
に
商
品
代
金
一
〇
〇
、
0
0
0
円
を
融
資
し
、
加
盟
店
手
数
料
六
、
0
0
 
 

0
円
と
顧
客
手
数
料
一
二
、
0
0
0
円
の
手
数
料
合
計
一
八
、
0
0
0
円
を
受
け
入
れ
る
取
引
は
第
2
2
図
の
 
 

よ
う
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
例
で
、
割
賦
債
権
の
買
取
り
と
見
る
場
合
に
は
二
二
、
0
0
0
円
の
割
賦
債
権
を
九
四
、
0
0
0
 
 

円
で
加
盟
店
か
ら
買
い
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。
図
で
示
せ
ば
第
2
3
図
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

（第22図）  
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合
は
、
実
質
的
に
ほ
利
息
相
当
額
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
加
盟
店
手
数
料
も
顧
客
手
数
料
の
収
益
計
上
時
期
と
同
様
、
 
 

い
わ
ゆ
る
残
債
方
式
に
よ
り
収
益
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
商
品
醇
入
代
金
の
融
資
と
見
る
場
合
に
は
、
顧
客
に
代
わ
り
商
品
購
入
代
金
一
〇
〇
、
0
0
0
円
を
加
盟
店
に
立
替
 
 

払
い
し
、
そ
の
利
息
相
当
額
一
八
、
0
0
0
円
の
う
ち
、
六
、
0
0
0
円
を
加
盟
店
か
ら
一
括
し
て
受
け
入
れ
、
一
二
、
0
0
0
円
を
顧
 
 

客
か
ら
分
割
し
て
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
図
で
示
せ
ば
、
第
2
4
囲
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

顧
客
か
ら
融
資
を
受
け
る
の
に
加
盟
店
が
そ
の
利
息
の
一
部
を
負
担
す
る
の
は
、
加
盟
店
が
自
ら
は
保
有
し
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
を
 
 

信
販
会
社
等
か
ら
埴
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
販
売
促
進
が
図
れ
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
利
息
の
一
部
を
加
盟
店
 
 

に
負
捜
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
信
販
会
社
等
は
、
そ
の
分
だ
け
顧
客
に
低
利
で
 
 

融
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
競
争
力
が
増
し
、
取
引
の
促
進
に
貢
献
を
受
 
 

け
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
加
盟
店
手
数
料
は
金
融
取
引
に
お
け
る
加
盟
店
に
よ
 
 

る
利
子
補
給
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
加
盟
店
に
対
し
て
代
金
支
払
の
 
 

際
、
相
殺
と
い
う
方
法
に
よ
り
一
時
に
支
払
を
受
け
、
返
戻
す
こ
と
が
な
い
も
 
 

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
加
盟
店
手
数
料
の
回
収
期
に
一
括
し
て
収
益
に
計
 
 

上
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
債
権
の
買
取
り
と
見
る
か
、
商
品
代
金
の
融
資
と
見
る
か
 
 

に
よ
っ
て
、
一
括
し
て
収
益
に
計
上
す
る
、
分
割
し
て
収
益
に
計
上
す
る
と
結
 
 

（第23図）  
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三
一
四
 
 

論
が
異
な
っ
て
く
る
。
 
 
 

私
見
な
が
ら
、
法
的
形
式
が
立
替
私
契
約
等
で
あ
り
、
こ
れ
を
覆
す
だ
け
の
積
極
的
理
由
も
な
い
の
で
、
契
約
形
式
に
従
っ
た
商
品
代
 
 

金
の
融
資
を
見
て
、
加
盟
店
手
数
料
の
回
収
期
に
一
括
し
て
収
益
計
上
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
 
 

三
 
「
保
証
料
」
ゐ
収
益
計
上
時
期
 
 
 

信
用
保
証
取
引
に
お
け
る
、
分
割
返
済
に
係
る
融
資
額
等
の
「
保
証
料
」
の
収
益
計
上
基
準
に
つ
い
て
も
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
い
 
 

わ
ゆ
る
「
保
証
料
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
取
扱
手
数
料
は
ア
ド
オ
ン
方
式
に
よ
り
計
算
し
、
一
括
し
て
前
受
け
す
る
場
合
と
分
割
し
て
支
払
 
 

を
受
け
る
場
合
と
が
あ
る
。
 
 
 

信
販
会
社
等
は
金
融
機
関
等
と
の
保
証
契
約
に
よ
っ
て
保
証
債
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
が
、
提
携
す
る
金
融
機
関
等
が
生
命
保
険
会
社
 
 

で
あ
る
場
合
に
は
、
、
集
金
業
務
ま
で
行
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
 
 
 

収
益
計
上
基
準
の
一
つ
ほ
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
こ
の
保
証
料
は
、
役
務
の
魅
統
的
提
供
と
い
う
事
実
が
、
金
銭
消
費
貸
借
取
引
に
 
 

お
け
る
金
銭
の
使
用
の
よ
う
に
明
確
で
な
い
の
で
、
保
証
契
約
に
よ
っ
て
収
益
が
実
現
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
保
証
契
約
時
に
一
括
し
 
 

て
全
額
を
収
益
に
計
上
す
る
と
い
う
処
理
で
あ
る
。
 
 
 

も
う
一
つ
は
、
取
引
の
形
態
要
素
が
†
金
銭
」
を
媒
介
と
す
る
信
用
取
引
に
属
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
保
証
料
を
金
銭
を
媒
介
と
す
る
信
 
 

用
供
与
の
対
価
と
し
て
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
息
と
同
じ
よ
㌢
な
収
益
の
性
格
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
観
点
か
ら
、
金
利
計
算
と
 
 

同
じ
よ
う
に
、
契
約
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
総
額
の
う
ち
、
会
計
期
間
中
の
経
過
日
数
を
基
準
と
し
て
発
生
収
益
を
計
上
し
、
未
経
過
の
金
 
 

額
を
受
け
入
れ
て
い
る
場
合
に
ほ
前
受
収
益
と
す
る
処
理
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
保
証
契
約
時
に
一
括
し
て
収
益
を
計
上
す
る
こ
と
は
」
集
金
手
数
料
等
の
固
定
的
経
費
と
の
期
間
的
対
応
性
を
著
し
く
欠
く
 
 
 



こ
と
、
さ
ら
に
は
、
顧
客
に
支
払
遅
延
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
信
販
会
社
等
が
そ
の
債
務
を
代
位
弁
済
を
し
、
顧
客
か
ら
回
収
し
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
本
質
的
に
は
倍
販
会
社
が
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
、
顧
客
に
貸
し
付
け
た
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
 
 

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
に
保
証
と
い
う
継
続
的
役
務
の
碇
供
と
い
う
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
保
証
料
収
益
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
銀
行
業
に
お
け
る
信
用
貸
与
の
保
証
料
と
同
様
、
与
信
業
務
収
益
の
性
格
か
ら
、
そ
の
保
証
金
 
 

額
の
残
高
（
金
融
機
関
に
お
け
る
貸
付
残
額
）
に
対
応
し
て
保
証
と
い
う
役
務
を
提
供
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
鹿
証
金
額
の
残
高
に
つ
 
 

（
4
6
）
 
 

き
期
間
の
経
過
に
従
っ
て
収
益
計
上
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

四
 
公
正
妥
当
な
会
計
処
理
基
準
と
の
関
係
 
 
 

信
販
会
社
等
の
経
理
実
務
に
お
い
て
は
」
割
賦
信
用
の
供
与
に
よ
る
賦
払
代
金
の
賦
払
返
済
の
立
場
か
ら
、
収
益
認
識
基
準
に
割
賦
基
 
 

準
の
適
用
が
長
年
の
慣
行
と
な
 

て
き
た
こ
と
に
伴
い
、
割
賦
販
売
に
準
じ
た
取
引
と
い
う
考
え
方
に
疑
義
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
近
年
の
実
務
界
に
お
け
る
取
引
慣
行
の
急
速
な
拡
大
に
反
し
て
、
会
計
処
理
基
準
の
統
一
整
備
の
遅
れ
が
主
要
課
題
と
な
 
 

っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
消
費
者
信
用
産
業
懇
談
会
の
報
告
に
も
「
例
え
ば
、
各
種
与
信
シ
ス
テ
ム
の
経
理
 
 

上
の
取
扱
い
や
不
良
債
権
や
償
却
基
準
に
相
違
が
み
ら
れ
、
こ
の
結
果
、
消
費
考
加
盟
店
は
も
と
よ
り
金
融
機
関
等
も
経
理
の
内
容
を
 
 

充
分
理
解
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
機
関
や
一
般
投
資
家
等
が
経
営
内
容
を
正
確
に
把
撞
し
う
る
よ
う
、
経
理
基
準
 
 

の
統
一
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
資
料
集
に
よ
れ
ば
「
九
・
経
理
基
準
の
不
統
こ
と
し
て
次
の
事
項
が
具
 
 

体
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
一
五
 
 
 



三
〓
ハ
 
 

①
 
取
引
高
に
つ
い
て
ほ
、
契
約
額
を
示
す
場
合
と
、
契
約
額
に
手
数
料
を
加
算
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
 
 
 

②
 
手
数
料
の
計
上
時
期
に
つ
い
て
、
加
盟
店
手
数
料
（
代
行
手
数
料
の
こ
と
）
入
金
時
に
一
括
計
上
す
る
場
合
、
顧
客
に
対
す
る
請
 
 

求
期
限
到
来
時
点
に
計
上
す
る
場
合
、
及
び
各
々
の
手
数
料
の
入
金
時
に
計
上
す
る
場
合
等
が
あ
る
。
 
 
 

③
 
売
掛
金
に
つ
い
て
も
、
契
約
額
を
計
上
す
る
場
合
、
契
約
額
に
手
数
料
を
加
算
す
る
場
合
、
さ
ら
に
、
契
約
額
と
手
数
料
に
猿
携
 
 

P
－
ン
等
の
債
務
保
証
額
を
加
算
し
て
い
る
場
合
等
様
々
な
処
理
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

④
 
貸
倒
引
当
金
の
対
象
債
権
に
つ
い
て
も
、
売
掛
金
同
様
、
契
約
額
、
契
約
額
の
手
数
料
、
契
約
額
と
手
数
料
と
債
務
保
証
額
等
の
 
 
 

各
場
合
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

新
し
い
商
品
開
発
、
取
引
慣
行
が
、
実
際
の
実
務
面
で
ど
ん
ど
ん
進
展
し
て
お
り
、
異
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
の
増
大
、
信
用
供
与
形
 
 

態
の
複
雑
化
、
業
務
の
多
様
化
、
会
計
処
理
方
式
の
多
様
化
な
ど
の
変
動
の
激
し
い
業
界
の
実
態
を
考
え
れ
ば
、
会
計
処
理
基
準
の
整
備
 
 

統
一
化
は
一
日
も
早
く
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
協
会
、
及
び
日
本
公
認
会
計
士
協
会
等
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
 
 

に
、
月
本
公
認
会
計
士
協
会
で
は
「
信
販
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
部
会
」
が
発
足
し
、
信
販
業
の
会
計
処
理
の
標
準
化
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
 
 

れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
関
係
行
政
官
庁
で
あ
る
税
務
当
局
と
し
て
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
等
の
検
討
過
程
に
注
目
し
対
応
し
て
 
 

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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中
村
忠
著
「
現
代
会
社
学
」
四
五
頁
。
 
 

昭
二
十
七
年
調
整
意
見
書
 
総
論
・
第
一
二
一
。
 
 

昭
二
十
七
年
調
整
意
豊
書
 
紀
論
・
第
丁
二
・
付
記
餌
。
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渡
辺
進
著
「
税
務
会
計
論
」
三
八
東
参
照
。
 
 
 

昭
二
十
七
年
調
整
意
見
書
 
総
論
・
月
二
・
一
参
照
。
 
 
 

渡
辺
進
 
前
掲
書
≡
九
頁
参
照
。
 

中
村
忠
 
前
掲
書
四
四
貢
。
 
 
 

中
村
忠
 
前
掲
書
三
八
貢
。
 
 
 

中
村
忠
 
前
掲
書
五
二
貢
参
取
。
 
 
 

飯
野
利
夫
著
「
財
務
会
計
論
」
三
二
二
頁
参
照
。
 
 
 

こ
の
占
置
つ
い
て
、
佐
藤
亨
稿
「
費
用
収
益
対
応
の
原
則
の
税
務
適
用
」
五
二
頁
は
、
「
収
益
と
費
用
を
対
さ
せ
る
に
つ
い
て
ほ
必
ず
し
も
収
 
 

益
を
主
と
す
べ
き
理
由
も
認
め
ら
れ
な
い
。
一
般
に
ほ
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
費
用
が
売
上
に
先
立
っ
て
発
生
し
走
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
 
 

る
が
、
双
方
対
等
な
位
置
に
お
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
…
…
勿
論
か
か
る
場
合
に
お
い
て
、
…
…
か
か
 
 

る
処
理
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

三
森
茂
郎
＝
我
妻
悟
著
「
割
賦
販
売
の
理
論
と
実
務
」
 
三
一
〇
貢
。
 
 
 

右
山
昌
一
郎
＝
岡
崎
和
雄
稿
「
割
賦
販
売
等
に
関
す
る
会
計
、
税
務
の
諸
問
題
」
月
刊
ク
レ
ジ
ッ
上
ニ
〓
号
五
七
貢
。
 
 
 

三
森
茂
郎
＝
我
妻
悟
前
掲
著
一
三
一
意
。
 
 
 

品
田
誠
平
稿
「
月
賦
販
売
の
会
計
」
品
田
誠
平
締
「
月
賦
販
売
の
法
律
、
会
計
、
税
務
」
一
九
七
頁
。
 
 
 

（
B
y
W
O
A
．
P
O
t
O
n
a
n
d
A
．
C
．
L
i
邑
e
ど
ロ
A
n
I
n
t
r
a
d
a
c
t
i
。
n
t
。
C
。
壱
。
r
a
t
e
A
c
c
。
u
n
t
i
n
g
S
t
a
n
d
。
註
。
】
芝
○
よ
り
の
引
文
用
）
。
 
 
 

徳
永
忠
昭
稿
「
収
益
の
認
識
に
つ
い
て
」
経
理
情
報
三
三
八
号
二
四
～
l
元
頁
。
 
 
 

深
見
義
一
編
「
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
講
座
㈹
販
売
金
融
」
二
七
六
貢
。
 
 
 

深
見
義
一
編
 
前
掲
稿
l
一
七
一
～
二
七
二
貢
。
 
 
 

深
見
義
一
編
 
前
掲
稿
二
七
二
貢
。
 
 
 

法
人
税
法
第
六
二
条
、
同
施
行
令
二
九
条
。
 
 
 

中
村
清
稿
「
月
賦
販
売
の
記
帳
と
税
務
」
品
川
誠
平
前
掲
編
二
三
六
～
二
三
九
貢
。
 
 

三
一
七
 
 
 



（
3
1
）
 
 

（
3
2
）
 
 

（
3
3
）
 
 

（
3
4
）
 
 

（
3
5
）
 
 

（
3
6
）
 
 

（
3
7
）
 
 

（
3
8
）
 
 

（
3
9
）
 
 

（
4
0
）
 
 

（
4
1
）
 
 

（
2
2
）
 
 

（
2
3
）
 
 

（
2
4
）
 
 

（
2
5
）
 
 

（
2
6
）
 
 

（
2
7
）
 
 

（
2
8
）
 
 

（
2
9
）
 
 

（
3
0
）
 
 

三
一
八
 
 
 

中
村
清
 
前
掲
稿
二
三
九
頁
。
 
 
 

三
森
茂
郎
＝
我
妻
悟
 
前
掲
著
l
七
八
貢
。
 
 
 

徳
永
忠
昭
 
前
掲
稿
二
七
頁
。
 
 
 

国
際
会
新
基
準
書
 
第
二
二
項
、
第
二
三
項
。
 
 
 

国
際
会
新
基
準
菩
 
第
一
六
項
。
 
 
 

国
際
会
計
基
準
書
 
第
一
七
項
。
 
 
 

徳
永
忠
昭
 
前
掲
稿
二
八
貢
。
 
 
 

徳
永
忠
昭
 
前
掲
稿
二
七
頁
。
 
 
 

東
京
地
判
、
昭
四
十
六
・
十
二
・
十
六
（
判
例
時
報
六
七
三
号
五
五
頁
）
で
は
「
分
割
払
手
数
料
に
金
利
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
こ
と
は
否
め
 
 

な
い
が
、
そ
の
他
、
信
用
調
査
費
、
貸
倒
引
当
金
、
そ
の
他
の
事
務
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
て
、
利
息
制
限
法
の
 
 

適
用
を
否
定
し
た
事
例
が
虜
る
。
 
 
 

契
約
の
法
律
上
の
形
式
は
、
立
替
払
契
約
で
あ
る
。
 
 
 

奥
鶴
堆
稿
「
信
販
業
の
経
理
基
準
統
一
問
題
」
月
刊
ク
レ
ジ
ッ
上
二
二
〇
号
七
頁
。
 
 
 

深
瀬
安
正
稿
「
信
販
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
に
お
け
る
会
計
処
理
基
準
の
凛
準
化
を
め
ぎ
し
て
㈲
」
経
理
情
報
三
六
九
号
三
五
頁
参
照
。
 
 
 

深
潮
安
正
 
前
掲
稿
三
五
頁
参
照
。
 
 
 

奥
鶴
堆
 
前
掲
稿
七
貢
。
 
 
 

行
政
管
理
庁
「
日
本
標
準
産
業
分
類
」
三
六
八
貢
。
 
 
 

徳
永
忠
昭
 
前
掲
稿
二
七
貢
。
 
 
 

金
融
財
政
事
情
研
究
会
漏
「
消
費
者
ロ
ー
ン
の
実
務
」
三
〇
貢
。
 
 
 

金
融
財
政
事
情
研
究
会
編
 
前
掲
章
二
〇
貢
。
 
 
 

金
融
財
政
事
情
研
究
会
滞
 
前
掲
書
三
一
貫
 
 
 

割
賦
販
売
法
第
三
粂
。
 
 
 



（
4
2
）
 
傑
瀬
安
正
 
前
掲
稿
的
 
経
理
情
報
三
七
三
号
二
五
貢
。
 
 

（
4
3
）
 
立
替
払
の
場
合
の
加
盟
店
の
手
数
料
 
 

出
典
‥
日
本
経
済
新
聞
社
編
「
現
代
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
産
業
」
二
三
貢
。
 
 

（
4
4
）
 
手
数
料
の
状
況
 
 
 

（
日
本
信
販
）
 
 



お
わ
り
に
 
 

信
販
会
社
等
の
手
数
料
の
収
益
計
上
を
い
つ
行
う
の
か
と
い
う
の
ほ
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
と
お
り
、
手
数
料
に
係
る
取
引
を
ど
の
 
 

よ
う
な
性
質
に
解
す
る
か
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
割
賦
購
入
斡
旋
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
が
、
直
接
商
品
を
販
売
す
る
も
の
で
は
 
 

な
い
が
、
そ
れ
に
準
じ
た
取
引
と
し
て
、
法
人
税
法
の
割
賦
販
売
の
規
定
紅
準
じ
て
取
り
扱
わ
れ
、
慣
行
化
し
て
い
る
面
も
あ
る
こ
と
は
 
 

否
定
で
き
な
い
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
「
専
門
店
会
に
対
す
る
法
人
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
 
（
昭
和
三
十
一
・
七
・
五
直
 
 

法
一
－
一
一
六
）
及
び
「
家
庭
用
電
気
器
具
割
賦
債
権
買
取
制
度
に
対
す
る
法
人
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
 
（
昭
和
四
十
四
・
十
一
・
五
 
 

官
審
〔
法
〕
 
四
）
と
い
う
古
い
個
別
通
達
に
よ
っ
て
の
会
計
慣
行
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
ほ
、
こ
れ
ら
の
個
別
通
達
の
発
達
さ
れ
た
時
代
の
信
販
会
社
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
と
、
取
引
が
巨
大
化
し
 
 
 

出
典
‖
日
立
ク
レ
ジ
ッ
ト
㈱
有
価
証
券
報
告
書
（
第
二
七
期
）
 
 

（
4
5
）
 
奥
鶴
雄
 
前
掲
稿
一
〇
貢
。
 
 

（
亜
）
 
奥
鶴
堆
稿
「
信
販
業
の
収
益
計
上
基
準
（
下
）
」
月
刊
ク
レ
ジ
ッ
ト
二
七
六
号
八
貢
。
 
 

出
典
‥
㈱
ジ
ャ
ッ
ク
ス
有
価
証
券
報
告
書
（
第
二
三
期
）
 
 

割
 
賦
債
 
権
 
買
 
取
 
 割
 
引
 
料
 
 

ア
ド
オ
ン
 
 

年
一
三
・
五
％
 
 

実
質
年
率
 
 

年
 
二
四
・
〇
％
 
 



て
き
て
、
複
雑
、
多
様
化
し
て
き
た
現
在
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
と
で
は
、
取
引
内
容
に
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
割
賦
 
 

堅
冗
に
準
じ
た
取
引
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
に
も
疑
義
が
生
じ
、
問
題
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

信
販
業
の
会
計
処
理
基
準
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
信
用
産
業
懇
談
会
（
通
産
省
産
業
政
策
局
長
の
私
的
諮
問
機
関
、
座
長
・
矢
 
 

島
保
男
早
稲
田
大
学
教
授
）
で
、
当
産
業
に
属
す
る
各
企
業
の
経
理
基
準
統
一
の
彗
一
口
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
受
け
た
形
で
昭
和
 
 

六
十
年
三
月
二
十
日
に
割
賦
販
売
審
議
会
金
融
部
会
経
理
基
準
問
題
分
科
会
（
通
商
産
業
大
臣
の
諮
問
機
関
、
主
査
新
井
清
光
早
稲
田
大
 
 

学
教
授
）
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
産
業
経
理
基
準
問
題
委
員
会
（
通
産
省
産
業
政
策
局
長
の
私
的
諮
問
機
関
、
委
員
長
勝
島
敏
明
日
本
公
認
会
 
 

計
士
協
会
常
務
理
事
）
に
よ
る
共
同
報
告
と
し
て
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
産
業
に
係
る
会
計
基
準
の
標
準
化
に
つ
い
て
」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
 
 

報
告
の
中
で
は
、
信
販
会
社
等
の
受
け
入
れ
る
手
数
料
の
収
益
計
上
に
つ
い
て
、
現
行
実
務
通
り
、
複
数
の
方
法
を
選
択
適
用
す
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
報
告
第
三
の
二
）
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
こ
で
の
検
討
は
会
計
処
理
よ
り
む
し
ろ
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
1
の
面
で
各
社
の
比
較
が
可
能
な
よ
う
な
手
当
て
に
重
点
が
 
 

置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
体
系
的
、
総
合
的
な
会
計
処
理
基
準
の
検
討
が
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

今
後
と
も
、
税
務
上
の
取
扱
い
を
も
含
め
、
体
系
的
、
総
合
的
な
会
計
処
理
基
準
の
確
立
に
向
け
て
検
討
が
継
続
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
 
 

考
え
る
。
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